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　目の前には、城と言っても過言ではないほど大きな家。

　あたしは、今日からここに住むことになる。

　外壁はなく、車五台は停められるであろう広々とした駐車場の先にある洋風の建物は、木の温もりがある両開きドアの前に小さな花壇が作られていて、今まで男所帯だったとは思えないほど綺麗に手入れされていた。

　母がインターフォンを鳴らすと、男性の声で応答があった。あたしは緊張の面持ちで玄関のドアが開くのを待つ。

「すうちゃん、今日からここに住むのよ」

　母の言葉にわかっていると頷いて、唇を引き結ぶ。

　これから父になる人に会うのは初めてではない。もし父が生きていたら、こういう人だったのではないかと思えるくらい、優しくて穏やかな人だ。

　あたしを第一に考える母が、この人ならと再婚を決めたのも頷けた。

　人生を犠牲にしているかのように働きずくめであった母に、少しは自分の幸せを求めてほしいと思っていたから、再婚の話を聞いた時は心の底から安堵したものだ。

　けれど、新しく父になる人には息子がいるらしい。

　話には聞いていたが兄となる人に会うのは、今日が初めてだ。

　気難しい人だったらどうしよう。

　怖い人だったらどうしよう。

　感じていた不安はそんなところだが、玄関のドアが開いて顔を覗かせた彼を見た瞬間、花が咲き乱れたかのようにあたしの周囲がパァッと明るくなった。

　玄関に立つ彼は、あたしたち親子にゆっくりと視線を向けながら、目を細めて柔らかい微笑みを浮かべた。彼の後ろから父も姿を現すが、あたしの目には入らなかった。

　幼子が子ども好きの大人を本能的に見分けるように、第六感が告げていた。

　あたし、このお兄ちゃんのこと……きっと大好きになる。

「初めまして。茅嶋かやしま賢吾けんごです。これからよろしくお願いします」

　丁寧に頭を下げた賢吾は、顔を上げ、艶のあるサラサラの黒髪を風に揺らしながら真っ直ぐに母を見つめて言った。

　父も背の高い人だが、彼も同じぐらいだろう。

　一八五センチはあるのではないだろうか。

　あたしからすると、だいぶ上を見なければ彼の顔をきちんと見ることはできない。

「ほら、すう、ご挨拶しなさい」

「すうちゃん？」

　母があたしを〝すう〟と呼んでいることが不思議だったのか、賢吾が聞き返してくる。

「ごめんなさいね。この子が赤ちゃんの頃から〝すうちゃん〟って呼んでたものだから。もう中学生なのにね」

　母が恥ずかしそうに、それでいて懐かしむように言った。

　父に似た柔和な微笑みを向けられて、胸がドクドクとうるさいぐらいに高鳴った。全身の血が沸き立つように熱くなる。

　汗ばんだ額を軽く手で拭う。

　緊張で彼の顔を真っ直ぐには見られなかった。

「初めまして、涼香すずかです。あの……お兄ちゃんって呼んでもいいですか？」

「うん、もちろん。よろしくね、すう」

　母に名前を呼ばれるのとはまったく異なる響きだった。

　彼の〝すう〟はあたしの胸をときめかせる。同級生の男の子とは明らかに違う、低くてそれでいてよく通る大人の男性の声。

　すべてを見透かすような真っ黒の瞳は、ともすれば冷たくも見えそうなのに、口元が穏やかに弧を描いているからか彼のまとう空気は優しげだ。

　スッと真っ直ぐに伸びた鼻梁は高すぎず低すぎず、笑うと細められる目元も、ふっくらと赤みの差した唇もすべてが完璧に見える。

　たしか七つ年齢が離れているはずだから、彼は二十歳だ。

　大学生だろうか。

　普段は何をしているのだろう。

　好きな食べ物はなんだろう。

　質問が次から次へと頭の中に思い浮かぶ。

　けれど、それを声に出すことはない。義理の妹ができると言われて、きっと彼は戸惑っているだろう。

　歳の離れた兄を煩わせてはいけない。

　しかし、この人と家族になりたいと思わずにはいられなかった。

　まだ気楽な間柄とは言いがたい。

　少しだけ張り詰めた空気の中、この日からあたしたちは共に暮らすことになった。
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　高校二年生、夏──。

　涼香は自室のベッドに寝転びながら、スマートフォンの画面を瞬きも忘れて凝視していた。

「気づいてたと思うけど、涼香のこと好きです。俺たち付きあえないかな」

　スマートフォンに入ったメッセージは、同じクラスで隣の席に座る男子生徒──菅野かんのからだ。

　一年の時も同じクラスで、きっかけはよく覚えてはいないが、庶民的な感覚が涼香と似ていて仲良くなったように思う。

　家がそう離れていなかったこともあり、スーパーの特売がどうの、洗剤はどこが安いなどと主婦のような話は尽きなかった。

　短髪で体格がよく体育会系に思える外見だが、本人曰く体育が一番苦手らしい。

　境遇が似ていたこともあるだろう。菅野は父子家庭で、家のことをやらなければならないからと、友人と遊ぶこともなく放課後は直帰することが多かった。

　涼香も家事を引き受けている点では同じだったから、放課後一緒に帰ることが徐々に増えていき、最近では買った食材のシェアまでしていたのだ。

「ど、どうしよう……」

　誰かと付きあうなどと考えたこともない。

　菅野のことは好きだが、それが恋愛としての好きかと言われると〝わからない〟としか言いようがなかった。

　そろそろ寝ようとしていたところにとんだ爆弾だ。メールを開いてしまった以上何らかの答えは返さねばならないだろう。けれど、頭の中ではどうにかしてメールを受け取っていないことにできないかと考えてしまう。

　その時、隣の部屋のドアが閉まる音が聞こえて、涼香は勢いよくベッドから身体を起こした。

「お兄ちゃん……お風呂上がったのかな」

　超有名国立大学を卒業した賢吾は、大学三年の春、インターンの時期には外資のコンサルティング会社に内定をもらっていた。

　しかし、職場が遠いため、朝は六時半には家を出てしまうし帰ってくるのも遅い。涼香が寝た後に帰ってくるため、ゆっくりと話す暇もなかった。

　涼香はベッドから身体を起こすと、スマートフォンを握りしめたまま廊下へと出た。

（忙しいの……わかってるけど……）

　高校生にもなって兄と話したいなど、子どもっぽいだろうか。

「お兄ちゃん……いますか？」

　躊躇いがちに隣室のドアをノックすると、中から短く返事があった。

　ドアを開けると、まだ寝るところではなかったのかデスクに向かってパソコンを開く賢吾の姿がある。

「ごめんなさい……邪魔でしたか？」

「いや、大丈夫。もう終わったところだから。どうした？」

　恐る恐る声をかけると、いつもの柔和な微笑みを向けられてホッと息をつく。話はしたかったが邪魔をしたいわけではないし、兄に色恋の相談など自分でもおかしいとわかっていた。

「すう、学校で何かあった？」

　賢吾の優しげな問いかけの中に憂いが帯びる。

「あっ、違う。違うの。ただ……あの」

　同級生から告白されたんだけど、どうすればいいですか──などと聞いても賢吾は困るだろう。

「お兄ちゃんって……付きあってる人、いますか？」

　考えあぐねて出た問いがこれだった。

　賢吾にとっては予想外だったのか、珍しく驚きに目を見開いたまま固まっている。

「好きな人……でもいいんだけど」

「どうしてそんなことを聞く？　誰か好きな男でもできたのか？」

　好きな男と言われて恥ずかしさに頬が熱くなる。

「あの……クラスの男子に告白されて、どうしていいかわからなくて……」

「すうは、その男のことをどう思ってる？」

「えっと……普通に、好きです」

　涼香がそう言うと、賢吾が力任せにノートパソコンを閉じた。突然響いた大きな音に思わず肩が震えてしまう。

「ああ、悪い。驚かせて」

「ううん……あの、疲れてるところごめんなさい。こんなことお兄ちゃんに相談するのおかしいですよね」

　やはり自分の問題は自分で解決しなければと、涼香が立ち上がりかけると、賢吾から予想外の言葉を告げられる。

「いや、いいんじゃないか？」

「え……？」

「だから、付きあってみればいい」

　一瞬何を言われたのか理解できなかった。〝付きあってみれば〟なんて別に何てことはない答えなのに、賢吾がそう言うとは微塵も考えていなかった。

（お兄ちゃんは……迷うならやめておけって言うと思ってた）

　どうしてか賢吾の顔がまともに見られない。

　欲しい答えがもらえずに落胆するなんて、自分勝手にもほどがある。

　多分、涼香は止めてほしかったのだ。

「そうだね……付きあって……みようかな」

　涼香に言えるのはそれだけだった。

　おやすみとだけ言って自室に戻ると、勢いのままにメールを返した。私も好きです──とは書けず「はい」の一言になってしまったが。喜びに満ちたスタンプが返ってきたから、菅野には伝わったようだ。

　彼氏ができたら嬉しいはずだ。

　それなのに、どうしてこれほどに物悲しい気持ちになるのだろう。










　翌日学校へ行くと、友人の藍子あいこが祝福モードで迎えてくれた。

「菅野～一年越しの片想いが実ってよかったね～」

　どうやら藍子は、以前から菅野の気持ちを知っていたようで、昨夜涼香がメールをしたあとすぐ連絡がいったらしい。

　おめでとうと言われても、涼香の胸の内は単純に喜べるようなものでもなく複雑だった。

　自分でもよくわからない。何を迷うことがあるのだろう。

　菅野と付きあうことに、未だ心がついていかない。

「涼香。今日の帰りは駅前のドラッグストアな。ラップとティッシュペーパーがなんと半額！」

　菅野の声にハッと我に返る。

「あ、うん。そうだね」

「どうした？　もしかして、俺と付きあって色ボケ？」

「ち、ちがっ」

「違うって言われんのもなんだかなぁ……」

　俺悲しい──と大げさに泣き真似をされて、冗談だとわかっていても言葉に詰まってしまう。

「ごめん」

　いつもと同じように会話をしなければと思うのに、意識すればするほど上手くいかない。菅野もきっと気づいているだろう。

「具合悪いとかじゃないんだよな？」

「うん」

「なら、いいよ。帰り荷物持って帰ってやる」

「ありがと」

　涼香がぎこちない微笑みを浮かべると、安心したように菅野も笑った。

「菅野くーん、優しい～！　でも、涼香の家には超絶かっこいいお兄さんがいるからね。そこクリアしないと茅嶋家には足を踏み入れられないよ？」

　藍子が口元をニヤリと歪ませて言った。

「藍ちゃん、何言って……」

「だって涼香、中学の頃お兄ちゃんと一緒に寝てたって言ってたじゃん」

「ちがっ！　それは……っ」

「それは？」

　顔をグイッと近づけて聞かれて、言葉に詰まる。

　台風の音が怖くて、賢吾のベッドに潜り込んだなど友人に話せることではないし、別に毎日一緒に寝ていたわけではない。中学一年の頃、たった二、三回のことだ。

　顔が沸騰したように熱い。藍子を睨みつけても本人はどこ吹く風だ。中学からの同級生である藍子は賢吾のことも知っている。何度か遊びにきた時に会ったし、紹介もした。

　あの頃は、賢吾と兄妹になれたことにとにかく浮かれていて、つい一緒に寝たことがあると言ってしまったのだ。

「涼香～顔赤い！　怪しい！」

「怪しいとかないからっ！」

　涼香が必死に否定すると、横から菅野が口を挟んだ。

「兄貴と一緒に寝るぐらい普通にあるだろ。うちなんて、妹も弟も父親も同じ部屋で雑魚寝だぜ。ちなみに妹中三な」

「え～そう？　あたしは兄貴と一緒とかありえないんだけど！　あ、でも賢吾さんがお兄ちゃんだったら、あたしも一緒に寝たいかも～」

「そんなにかっこいいんだ？　涼香のお兄さんって」

「かっこいいどころじゃないから！　あんな美形滅多にいないし、大学で忙しいのに勉強教えてくれたりさ～両親が仕事で忙しいからって、土日に一緒に出かけてくれたりするんだよ。優しいイケメンサイコー！」

　まるで藍子は自分が体験したかのように語る。

　たしかに間違いではないが、土日に一緒に出かけるのはスーパーでまとめ買いするのに男手があった方が楽だからで、それに賢吾が付きあってくれているに過ぎない。

（でも、中学の頃は……ほかにもいろいろ出かけたなぁ）

　あまり家から出ない涼香を心配してか、ショッピングに連れていってくれることもあった。最近では、週末の日用品の買い物でしか出かけることはないが。

　社会人になれば、大学生の頃のように時間を取れなくなることもわかっているし、賢吾にも付きあいがあるのも理解している。

　寂しいなどと思うのは、ただの涼香のわがままだということも。

「へぇ～俺何度か涼香の家まで食材持っていったことあるけど、会ったことないよなぁ」

「お兄ちゃん、もう働いてるから。帰ってくるの真夜中だよ」

「一回会ってみたいな」

　無邪気に笑う菅野にどうしてか後ろめたい気持ちになった。










　駅近くにある薬局は近所の主婦たちで混雑を見せていたものの、急行が止まるような大きな駅でもないため、駅前にそう人は多くない。

「さすがに、箱ティッシュ六パックの威力やべぇな。これ俺ら高校生じゃないだろ」

　両手に三パックずつティッシュを提げた菅野が言った。

　いつも荷物が多い時は、こうして涼香の家まで荷物を持ってきてくれるのだ。

「ティッシュ買う時は菅野くんがいるに限るね」

「ひどっ、俺ティッシュ要員？　彼氏だろ？」

「そうでした……」

　ロータリーにある一時駐車スペースの横を通ると、車が列をなして停まっている。それはいつものことだけれど、そこに見知った人影を見つけて、涼香はピタリと足を止めた。

「涼香？　どうかした？」

　前を歩いていた菅野が振り向いて同じように足を止めて聞いた。

　涼香の視線の方向をつられるように見つめた菅野は、一言「すげぇ～」と小さく声を上げて顔を赤らめた。停めた車から降りてきたのが、何とも刺激的な服に身を包んだ美女であったからだろう。

　身体のラインがハッキリとわかる、胸元の大きく開いたワインレッドのタイトワンピースを着こなした女性は、一緒にいる男性を抱きしめ軽く頬に口づけた。

「じゃあね、賢吾」

「瑠衣るい……っ」

　瑠衣、と呼ばれた女性は賢吾に手を振ると、涼香たちを一瞥することもなく車に乗り込んだ。賢吾をここまで送ってきたのだろうか。

「美男美女カップルって現実にいるんだなぁ。男の方、身長一八〇以上あるんじゃね？　二人ともモデルみたいだな……涼香？」

　一言も言葉を発しない涼香が気がかりだったのか、菅野が案じるような視線を向けてくる。

「どうかしたか？」

「え、あ……ごめんっ、何でもない。帰ろっか」

　慌ててその場を離れようとしたが遅かった。

　涼香の声に反応するように賢吾が振り返った。

「すう？」

「お兄ちゃん……」

「えっ、涼香のお兄さんっ？　噂のっ？」

　まさか朝の話で今日会うことになるとは露ほども思っていなかったのだろう。菅野が驚愕した様子で、きょときょとと瞳を彷徨わせている。

　今日賢吾は、休日出勤の振り替えで休みだと言っていた。

　朝食を済ませたあと、涼香はいつも通り学校へ行ってしまったから、その後賢吾が出かけたかどうかはわからない。

（デートだったのかな）

　女性は一分の隙もないといった風だった。

　風に揺られて乱れる長い髪すら艶めいて見えたし、唇に塗られた赤い口紅は、つい菅野が頬を染めてしまうのもわかるほどに官能的だった。

　賢吾に恋人がいるのは、むしろ当たり前だ。これだけかっこよくて、優しい兄がモテないはずがないのだから。

　ショックを受けるようなことではないはずだ。

　涼香は胸元のリボンをさりげなく直すと、ポニーテールから落ちてきた髪の毛を耳にかけた。

　今日は帰りにリップを塗るのを忘れてしまった。唇はかさついている。

　髪だっていつもと同じで黒いゴムで後ろで一つに結んだだけだ。

　どうしてか、瑠衣と比べると自分が劣っているような気がして恥ずかしくなった。

　車が走り去るのを見送って、賢吾はふたたび涼香たちを見つめた。視線は菅野が手に持ったティッシュペーパーに注がれている。

「学校の帰りか？　君は……」

「あ、えっと俺……涼香さんとお付きあいさせてもらってる菅野です！」

　賢吾の目が、ツッと菅野を見定めるように細まった。

　昨夜、涼香が相談した件だとすぐに気づいたのだろう。賢吾は頷いただけで付きあっていることについては言及しなかった。

「どうした、その大量のティッシュの箱」

　賢吾が聞くと、涼香が口を開く前に菅野が答えた。

「ああ、俺たちいつも学校帰り買い物して帰ってるんですけど、今日は近くの薬局がセールだったんで。半分は涼香のです」

「君の家はこっち？」

「いえ、俺は反対なんですけど……」

「そうか。じゃあ今日は俺がいるから大丈夫だよ。ここまでありがとう」

　優しげな言葉とは裏腹に、賢吾の目は笑っていない。相手を射抜くような眼差しで菅野を睨みつけている。

「あ……はい」

　菅野は戸惑った様子で荷物を賢吾へと手渡した。

　賢吾がここまで感情を露わにしたのを見たことがなかった。

　以前に藍子を紹介した時はいつもより三倍増しで優しかったのに、どうしたのだろう。

　申し訳なくなって菅野を仰ぎ見ると、賢吾に腕を掴まれ強く引き寄せられた。

「お兄ちゃんっ？」

　よほど虫の居所が悪いのか、笑顔一つ向けることなく賢吾は踵を返して歩きだした。ズルズルと引き摺られるように涼香も賢吾の後をついていく。

「菅野くん！　ありがとね、また明日」

　菅野は口を開けたまま立ち竦んでいたが、涼香が声をかけると「じゃあな」と手を振って見送ってくれた。

　無言のまま家までの道を歩いていく。

　二人きりになると、途端に歩調を緩めて涼香の歩くスピードに合わせてくれるのだから、怒っているのか優しいのか、よくわからない。

「お兄ちゃん……？」

「なんだ？」

　前を向いたまま淡々とした口調で返される。

　やはり、怒っているのだろうか。

「え、いや、あの……さっき一緒にいた人、綺麗でお兄ちゃんとお似合いだなって……」

「そうか？」

（否定しないんだ）

　胸がチクチクする。

　やはり、瑠衣は賢吾の恋人らしい。涼香がショックなのは、兄を取られてしまったような気分になっているからだろうか。

　とんだブラコンだ、と自分でも思う。

「昨夜言ってた男か？　あいつ」

　隣を歩きながら問いかける賢吾は、涼香を見もしない。

（そういえば……最近、あまり目も合ってないな）

　中学の頃とは違うとは理解しているが、どこか壁を感じる。

　髪を撫でることがなくなり、笑顔を向けられることが少なくなった。きっと、仕事で疲れているのだろうと自分を納得させていたが、どことなく避けられているような気さえする。

「すう？」

　それでも、涼香を呼ぶ声は低くはあるが穏やかで優しい。賢吾の優しさがなくなったわけではないから、気のせいなのかもしれないが。

「あ、うん……そうです」

「お前に似合ってるかもな。あれほど、買い物袋の似合う男もそうそういないだろ？」

　フッと小さく笑って告げられる。

　やはり目は合わないままであったが、久しぶりに賢吾が笑ってくれたことが嬉しくて、涼香は柄にもなくはしゃいでしまう。

「……バカにしてます？　別に好きで庶民的になったわけじゃないし……あたしはどうせ、お兄ちゃんの恋人みたいに美女じゃありません」

　涼香が拗ねた面持ちで告げると、賢吾の表情がますます柔らかくなった。

　身長は中学時代の見る影もないほどグングンと伸び、一六三センチになった。

　藍子からは和風美人だとか、割烹着が似合うとか言われるが、褒められているのか貶されているのか正直よくわからない。

　自分ではその辺によくいる顔立ちだと思っている。特別美人ではないが、見ようによっては可愛く見えなくもないと。

　華やかな服が似合わないから、着る服は無地で丈の長いワンピースや、デニムが多い。自分の持っている服の中では、今着ているチェックスカートの制服が一番派手だ。

　髪を伸ばしているのは、賢吾にコマーシャルで見るみたいなキューティクルだな、なんて冗談めかして言われたからだ。指通りのいいサラサラの黒髪くらいしか自慢できるところがないなんて悲しいことだけれど。

　美しい人と言うなら、賢吾のような外見を言うのだろう。

　こうして二人で歩いているだけで、通り過ぎる人々の視線を一手に集めている。高い身長も理由にあるのかもしれないが、立っているだけで絵になる男性はそうはいない。

「お前は可愛いよ。とくに拗ねた顔が」

「ほら、やっぱりバカにしてるじゃないですか」

　軽く背中を叩くと、ようやく視線が絡みあった。

「してないって。こら、叩くな」

　賢吾の手が自然に伸びてきて、あと数センチで髪に触れるかというところでピタリと止められた。

　結局その手が下ろされることはなく、中学時代に戻れたかのような雰囲気は一気に霧散してしまう。

「ふざけてないで。早く帰ろう」

「はい……」

　久しぶりに髪を撫でてくれるのかと思っていたのに。










　翌日の放課後、菅野と一緒にいつものスーパーに寄った。

「そーいや昨日大丈夫だったか？　俺のことで怒られた？」

　帰り際、賢吾の機嫌が悪かったことを気にしてくれているのだろう。菅野が野菜を手に取りながら言った。

「ううん。怒られてないよ。お似合いだって言ってた」

　涼香がそう答えると、菅野は安心したかのように肩を撫で下ろした。

「そっか、ならいいんだけど。ほら涼香可愛いしさ、お兄さんとしても心配なのかなって」

「かわっ……」

　サラッと告げられると、まるで本心からそう思っているように聞こえて恥ずかしさがこみ上げる。

　涼香が頬を染めたことで、やっと自分のセリフを理解したのか菅野まで顔を紅潮させている。

「可愛いと思ってるよ。そうじゃなきゃ、付きあってなんて冗談でも言わない」

「あ、ありがとう」

「どういたしまして……って、やべぇ、恥ずかしすぎんな、こういうの」

「う、うん」

「さっさと済ませよう」

　そう言いながら菅野が自分の分のカゴに棒アイスを二つ入れた。

　レジは空いていて、別々に会計を済ませてスーパーを出た。

　空調の効いている場所から外に出ると、一気に身体中の血液が温度を上げていくような感覚がして、クラクラしてしまう。

「ちょっと、休んでこうぜ」

　菅野が指差した先には、簡素な待合スペースがある。ベンチがいくつか並んでいて、その横に自販機があるだけの場所だ。ただ、スーパーの壁で太陽が遮られていて、休むにはちょうどいい場所かもしれない。

「ほら、これやる」

　菅野は、レジ袋から棒アイスを取りだすと、一つを涼香に渡した。

「え、いいの？　お金払うよ」

「いらない。俺が勝手に買っただけだし」

「でも……」

　なおも言い募ると、外袋からアイスを取り出し口の中に入れられる。口の中が冷たくて心地いい。

「ありがと」

「礼ならこれがいい」

　そう告げられて空いている菅野側の手が絡めとられた。アイスを触っていたからだろう。冷たい手のひらにキュッと握られると、濡れた感触がある。

「あ……」

「嫌？」

「え、あ……ううん」

　緊張しているせいだろう。心臓がドクドクとうるさく音を奏でる。

　嫌ではないと思う。けれど嬉しいわけでもない。

　ただ、今まで友達だった菅野が急に男性に見えて、手を握り返すことを躊躇ってしまう。

　ベンチの下を見つめながら足をブラブラと揺らしていると、急に目の前に影が差し込んだ。何だろうと顔を上げると、菅野の顔が近づいてくる。

「涼香……」

　驚いて、手に持ったアイスをコンクリートの上に落としてしまう。

「やっ……」

　思わず顔を背けると、切なげな瞳が向けられる。

「あ、ごめ……」

「いや、俺もごめん」

　そう言って謝る菅野のことがよくわからなくなってしまった。

　急に別人のように思えて、今まで好きだと思っていた彼がもうどこにもいないような気がしてくる。

「俺、初めてだから、ちょっとタイミングとかよくわかんねぇけど……俺の好きってこういうことだから。多分、涼香わかってないだろうなってイラついて、急ぎすぎた。お前はこういう意味で俺のこと好きなわけじゃないってわかってたのに」

　付きあったらその先があると知らないわけではない。ただ、菅野とそうなるイメージは涼香の中にまったくなかった。

「でも……なんか、昨日お兄さんとお前見てて、ちょっと焦った。藍子から血が繋がってないって聞いて、余計に」

「お兄ちゃん……？」

　菅野は涼香が落としたアイスの棒を、自分の分と一緒にゴミ箱に捨てた。

「なんか……お兄さん嫉妬してるみたいに見えたから。しかも、当たり前みたいに手繋いでただろ」

「嫉妬なんてするわけないよ。お兄ちゃんに腕引っ張られただけだし」

　どんな理由で賢吾が嫉妬するというのか。

　むしろ嫉妬しているのは、自分の方だ。瑠衣を羨ましいと思ってしまった。きちんと自立した大人であることも、女性らしい身体つきも、何もかもが涼香とは違う。

「あの時、自分がどんな顔してたか自覚ねぇの？」

「え……？」

「お兄さんに触られて、めちゃくちゃ嬉しそうな顔してたくせに」

　菅野は苦しい胸の内を吐きだすように言った。

（あたしが……嬉しそうな顔してた？）

　どうして機嫌が悪いのかと戸惑っていただけだった。嬉しそうな顔なんてしていたつもりは微塵もない。

「ずっと一年の時から涼香のこと見てたからわかるよ。誰に話しかけられたって、お前あんな顔したことなかった。だから、俺にもチャンスあるかもって思ったのに」

「わかんないよ……」

「じゃあ、誰にだったらキスされてもいい？」

　誰に──？

　頭の中に思い浮かべた顔は。

（違う……っ、違う……そんなはず）

「そういうの好きって言うんだと思うよ、俺は」

「あたしはっ……」

　お兄ちゃんのことが好き──？

　どうして頭の中に賢吾の顔が思い浮かぶのか。ありえない。賢吾は血が繋がっていないとはいえ兄だ。兄妹でキスしたいなんて、思っていいはずがない。

「泣きそうな顔してる。俺のこと見てくれるまで待ってようかと思ったけど、涼香のこと困らせたいわけじゃないし、もういいよ。やっぱ付きあってって言ったのナシにする」

「え……」

「いや、むしろ俺が振る。彼氏なのにキスもさせてもらえないの嫌だしな。ってことで、買い物は明日から一人で行けよ？　ああ、でも友達はやめるつもりないから、セール情報あったらまたよろしく」

「あ、あの……っ」

　菅野は「あ～スッキリした」と言って立ち上がると、さっさと背を向けて行ってしまう。一人ベンチに座って残された涼香は、頭の中が混乱してしばらく立ち上がれそうになかった。菅野に「ごめんなさい」の一言も言えなかった。

　頭の中は、今しがた別れた菅野のことよりも、賢吾のことで埋め尽くされている。

（お兄ちゃんと……キスしたいって思ってる？　あたしが？）

　賢吾にキスされているところを想像すると、全身が燃え上がるように熱くなって、感情が昂ぶってしまう。

　指で軽く唇を撫でて目を瞑る。

　賢吾の唇が触れて抱きしめられたら──そんなことを考えてはいけないのに、頭の中に卑猥な想像ばかりが浮かんでしまう。

〝そういうの好きって言うんだと思うよ〟

　菅野の言葉に惑わされているだけだ、きっと。

「お兄ちゃんのことが……好き」

　ありえないと否定してみても、それが正解だと胸の中に答えがストンと落ちてくる。

　髪を撫でてほしい。

　話せないと寂しい。

　キスされたい、触ってほしい。

「どうしよう……あたし……」

　こんな気持ちを賢吾に知られるわけにはいかない。

















二












　高校三年生、春休み。

　涼香は、定刻通りに鳴るアラームで目を開けた。

　毎朝五時に起きるのは辛かったけれど、それも何年もの習慣になってしまえば、アラームが鳴るより前に身体が勝手に起きてしまう。

「お父さんとお母さんは、まだ出張中だよね。入学式には間に合うように帰ってくるって言ってたっけ」

　もともと、賢吾と同じ大学を目指していた涼香は、猛勉強に励み、晴れて四月からは大学生だ。

　仕事が忙しいながらも、土日に勉強に付きあってくれた賢吾には感謝しかない。家事をしながらの勉強は厳しかったけれど、余計なことに頭を悩ませずには済んだ。

　中学まで女手一つで涼香を育ててくれた母にも、少しは恩返しができただろうか。

　海外への出張も多い両親は、涼香の大学の入学式ギリギリに帰国予定だ。

　今日も朝食は二人分。賢吾もそろそろ起きてくる頃だろう。

　涼香は着替えを済ませて一階へと降りた。

「昨日のサラダの残りがあるから、あと鮭焼いて、味噌汁でいっか」

　冷蔵庫を開けて、食材を取りだしていると、賢吾が二階から下りてきた。

「おはよ、お兄ちゃん」

「ああ、おはよう」

　ネクタイを締めてジャケットを手に持つ姿に、毎日顔色を変えないように必死だ。

　つい、目が吸い寄せられるように見惚れてしまうこともあるから、気づかれないようにしなければならない。

　賢吾は、ジャケットを椅子にかけて玄関から外へと出ていった。花壇に水をやるためだ。

　両親が再婚するまで、花壇の世話をしていたのは賢吾だったらしい。初めに聞いた時は驚いたものだが、父の生活能力のなさを思えば納得できる。

「すう。紅茶？」

　いつの間に戻ってきていたのか、急に背後から賢吾の腕が伸びてきて、涼香の肩を越えて並べられたマグカップを手に取った。賢吾の胸に背中が軽くあたり、たったそれだけのことで心が浮き足立つ。

　どうせ叶わない恋だ。忘れようと決めたのに、朝の数分話すことができるだけで、やはり嬉しく、自分の気持ちが未だに整理できていないことを実感させられてしまう。

「う……うん、ありがとう。あ、牛乳まだありますか？」

「もうないな」

「じゃあ、今日買ってきます」

　なるべく平静を保って言葉を返すと、賢吾の手のひらが額に当てられた。壊れてしまいそうなほど心臓が激しく音を立てる。

「な、なに……？」

「いや、顔が赤かったから熱でもあるのかと思って。熱は……ないか。具合悪かったら病院行け」

　こんな時ばかり急に触れてくるのはやめてほしい。

　どうしたって嬉しくなるし、好きな気持ちが募ってしまう。

「だ、大丈夫です。あ、そうだ。お兄ちゃん、今日の夜何食べたいですか？」

　テーブルについていただきますと手を合わせながら聞くと、賢吾はしばらく考える素振りをしてから答えた。

「……今日は遅くなりそうだからいい。悪いな」

　相変わらず、賢吾の帰りは毎日遅い。

「あの、今週末仕事休みだったら、買い物付きあってほしいです」

　ちょうどなくなりそうな、キッチンペーパーやトイレットペーパーを週末に買っておきたかった。

「今週末は無理だ。引っ越しがある」

「引っ越し？　誰のですか？」

　友達の引っ越しでも手伝うのかと聞くと、賢吾は茶碗を片手に自分を指差した。

「お兄ちゃん……引っ越すんですか？」

「ああ」

　頭が真っ白になった。

　いつかはこんな日が来るかもしれない。そう考えたこともある。

　けれど、頭の中が真っ赤に染まって、口を開けば自分勝手に「行かないで」と口走ってしまいそうだった。

　涼香の面倒を見るのが嫌になった？

　一緒に暮らすのが嫌になった？

「どうして……」

　頭がズキズキと痛む。

　目の奥がツンとして涙で視界がぼやけた。

（やだよ……お兄ちゃんがいなくなるのは嫌だ……）

　賢吾の口から、嘆息が漏れた。

「仕事場の近くにマンション買ったんだよ。もともと頭金貯めるつもりで実家暮らししてたんだ。ここからじゃ通勤不便だし。出張も多いから、なるべく空港に出やすい場所で探してた。お前の受験も終わったしな」

　ここは、もともと父と賢吾が住んでいた家で、広さはあるがお世辞にも利便性が高いとは言えなかった。

　田舎とまではいかないものの、都心へ出るには一時間に一本しかない快速急行で四十分はかかるし、空港へ行くにはその倍は必要だ。

「寂しいです……」

　こんなことを言うつもりはなかった。

　わがままを言えば、賢吾を困らせるだけだ。

　一人暮らしをすれば毎日遅くまで働く賢吾は楽になる。朝五時に起きる必要もないし、家に帰る時間だって短縮されるだろう。いいことずくめのはずなのに。

　来年には二十歳になる。

　いつまでも兄妹仲良く、とはいかないのもわかっている。

　けれど、まだ時間があると思っていた。

　せめて、涼香の恋が終わるまでは。

　頬を伝った涙がテーブルを濡らした。

「なるべく、父さんと母さんにも早く帰ってきてもらうように言っておくから」

（違う、そういうことじゃない）

　両親が恋しいわけではない。

　言葉にはできずしゃくりあげて泣いていると、顔にティッシュが押し当てられる。

「一応、何かあった時のために合い鍵渡しておく。たまにはこっちにも帰ってくるから、そんなふてくされるな」

「ふてくされてるわけじゃないです……」

　何を言ったところで、きっとこの話はもう決定事項なのだろう。

　今週末引っ越しをするということは、マンションを購入したのはずっと前のはずだ。

「たまには土日に勉強見てやる。ついでにいろいろ案内するよ。お前家からあまり出ないからな」

　テーブルの上に、真新しいカードキーが置かれた。

　それ以上話を続けることもできずに、涼香は涙目のまま頷いた。いい子だとでも言うように、手のひらが髪に触れる。

（どうして、こんな時ばっかり……）

　嬉しいのに、嬉しくない。

　そういえば、以前に見かけたあの女性とはどうなっているのだろう。

　もしかして瑠衣と一緒に暮らすために引っ越すのだろうか。

「もうこんな時間か。じゃあ行ってくる」

　腕時計を見て立ち上がる賢吾に「行ってらっしゃい」と声をかける。それもあと一週間しかない。来週には、この家から賢吾の姿がなくなってしまうなんて。

　ぼんやりと宙を見つめたまま洗い物を済ませて、掃除も洗濯も終わらせた。時刻はまだ朝の九時。

　何をしていても賢吾のことばかり考えてしまう。

　春休みともなると一日が長い。友人と遊びにいく気分でもなかった。

　仕方なく、滅多に立ち入らない父の書斎の掃除でもしようかと、はたきを手に二階に上がった。

　書斎のデスクの上には、父が見ていたのか昔のアルバムが机の上に出しっ放しにしてあった。

　賢吾がまだ赤ちゃんの頃のページで開いたまま置いてある。

「あ、可愛い……」

　まだ一歳ぐらいだろうか、指をしゃぶってプクプクと丸い身体をした賢吾はまるで天使のようだった。

　小さい頃の写真が見たいと賢吾に頼んでも見せてはくれなかった。まさか父の書斎にあるとは。

「結構たくさん撮ってるなぁ」

　ページを捲ると、幼稚園、小学校と写真は続いた。母親の写真はあまりない。たしか賢吾が幼稚園の頃に亡くなったと聞いたが、赤ちゃんの頃にもあまり写っていないのは、きっと写真を撮ったのが母親だからだろう。

　さすがに中学、高校の写真は少なかったが、修学旅行と思われる写真がいくつかあった。

「女の子と写ってるのも、結構ある……」

　この中に、恋人がいたのだろうか。

　考えれば考えるほど、胸がモヤモヤして仕方がなくなる。

「これ……卒業式、かな」

　一際目を惹く写真があった。

　視線がカメラを向いていないから、父が賢吾に無断で撮ったのだろう。

　学ランの左胸には花がついていて、風が強い日だったのか、賢吾の黒髪が乱れていた。

　普段は隙のない兄の無造作な姿を見られることはなかなかない。

　涼香は写真を一枚抜き取ると、アルバムを本棚に戻した。無断で写真を持っていったところで父が怒るとは思えないが、自分の感情が後ろめたかった。

　軽く本棚やデスクの上にはたきをかけ、書斎を後にした。

　向かいにある賢吾の部屋のドアを開けて、ベッドの上にそろりと寝転ぶ。

　今よりも少しあどけない表情の賢吾の写真にそっと口づけて、枕の下へとしまった。

　一人きりで、寂しさを紛らわすためにベッドに入るなんて、賢吾に知られたら言い訳のしようがない。

　罪悪感はあれど、賢吾の香りに包まれていると、なんだか一緒に寝ているような気分になる。

「一人暮らしするなら……あたしも連れてってくれればいいのに」

　言ってみただけだ。

　それが可能でないことはわかっている。

　掛け布団をかぶり目を瞑っていると、眠くもないのにウトウトとし始める。

　涼香はギュッと掛け布団を抱きしめるように腕を回して、夢の中へと落ちていった。

















三












　自宅にある賢吾の部屋は、三週間前に引っ越してしまったとは思えないほどそのままだった。ベッドもデスクも残されていて、ただ賢吾の姿だけがない。それが余計に寂しさを増長させる。

　涼香は先週大学の入学式を終えたばかりだ。中学、高校と違い、遠方から来ている人も多く、そのほとんどの人たちは学生用アパートで一人暮らしをしている。

（みんな……家から出るんだなぁ）

　窓から外を見ながらため息を溢こぼすと、ノックの音が聞こえた。隣室の自分の部屋だ。

　賢吾の部屋を出ると、母が驚いた顔で涼香を見た。

「すうちゃん、お兄ちゃんの部屋にいたの？」

「あ、うん……ちょっと掃除してた」

　掃除用具も持たないで通じる言い訳でもなかったが、母は信じたのか「そう」と告げられた。

「お母さん、なんか用があったんじゃないの？」

「あ、そうそう。急なんだけど、お父さんとお母さんこれから出張に行かなきゃいけないの。すうちゃん一人で大丈夫？」

「慣れてるから平気だよ。今度はどれくらい？」

「三週間で帰ってくるわ。お兄ちゃんいないんだから、戸締まりだけは気をつけてね。何かあったら、すぐ賢吾に連絡しなさい」

「うん、わかってるよ」

　また、母と二人暮らしだった時に戻ったと思えばいい。

　もう台風が怖くて泣く子どもではないのだから。

　両親はもう出かけるところだったのか、玄関に見送りに出ると家の前に停まっていたタクシーに乗り込んで行ってしまった。

　今日は賢吾のマンションへと行くことになっていた。

　勉強を教えてほしいと言うと、土曜日に来い、と賢吾から連絡があり、涼香は二つ返事で了承した。

　涼香は自室に戻ると、鞄の中にノートやテキストを適当に放り込む。

　朝の八時近くだ。とっくに起きている頃だろうと、賢吾に「これから行きます」、それだけメールを送った。返事はこなかったが、万が一不在だったら待っていればいいだろう。

　軽く化粧をして、家事で乱れた髪を結び直す。

　Ｔシャツにロングスカートというラフな出で立ちだが、アイロンをしっかりかけたからまるで新品のようだ。

　鏡の前で全身をチェックして、家を後にした。










　電車に揺られること一時間半。

　三分に一本来るという都心を走る電車は、涼香と同じ年頃の女性たちや家族連れの客で混雑を見せていた。

　一応、涼香の家も関東圏内のはずだが、まるで別世界に来てしまったように、自分が浮いている気がしてならない。

　マップを頼りに駅から歩いて数分。ようやく目的付近に着いて、近くのコンビニでアイスを二つ買った。今日は四月とは思えない暑さだ。

「あれ……ここ？」

　メールに書かれた住所は間違いなく涼香の立つ目の前のマンションを指していた。

　こぢんまりとしたアパートを想像していた涼香は、目の前にそびえ立つ高層マンションを前に立ち尽くす。

　駅から近い分譲マンションの値段など涼香にはわからないが、綺麗に整備されたエントランス近くの広場や周辺を歩く華やかな住人の姿が、上流階級といった雰囲気をありありと感じさせる。

　恐る恐るエントランスを抜けると、鍵を差し込んで部屋番号を押した。自動ドアが開いて奥へと進む。

　勉強を教えてもらうだなんて、見え透いた口実だ。涼香の行動は後ろめたい思いばかりで、自分で自分が嫌になる。

　もう一年も前に一度会っただけの女性の面影が、賢吾が一人暮らしをすると聞いてから頭から消えてくれない。

　賢吾は交通の便が悪いからだと理由を言った。

　ただ、それを信じていればいいだけなのに。

（お兄ちゃんが一人でいること……確認しようとするなんて）

　インターフォンを鳴らすことなく、音を立てないようにそっとドアを開けた。

　室内に足に踏み入れてすぐ、女性用フレグランスの香りに気づいた。そして玄関に揃えて置かれているパンプスが目に入る。

　ドクドクと心臓が嫌な音を立てて鳴る。

　頭の中で警鐘が鳴り響く。

「あなた……」

　突然聞こえた声に肩を震わせる。

　リビングから、胸元が大きく開いた黒のワンピースに身を包んだ女性が歩いてきた。顔を見て、瑠衣だとすぐに気づいた。

　瑠衣は、これから出かけるところだったのか、ブランド物のショルダーバッグを提げて立っていた。涼香に気づくと目を瞬かせる。

　自宅に突然知らない女が居たら誰だって驚くだろう。賢吾の妹だと名乗らなければと思うのに、唇がわなわなと震えて言葉は出てきてはくれなかった。

　目が合って戸惑いを隠すこともできず、涼香はその場に立ち竦んだ。

「あ、あの……」

　喉に魚の骨が刺さったみたいに掠れた声が出てしまう。

「ちょっとどいてくれる？」

　涼香が勝手に入ってきたことを咎めるでもなく、瑠衣は玄関に置いてあるヒールの高いパンプスに足を通すと、涼香を睨みつけながらドアを開けた。

「賢吾ならまだ寝てるわ。昨日遅かったから、もう少し寝かせてあげて」

　告げられた言葉がどういった意味を持つのか、それがわからないほど子どもではない。

　賢吾の匂いとは異なる室内の香りはあの人のものだ。

　玄関に漂うむせ返りそうな香水の匂いに、激しい嫌悪感が芽生えた。

　ドアを背にして、ズルズルとその場に座り込んでしまう。

（わかってたことなのに……っ）

　もしも賢吾がマンションで瑠衣と暮らしていたら、諦めるきっかけになるだろうと思っていた。

　けれど、現実を目の当たりにすると、抑えがたい仄暗い感情が湧き上がってくる。

　叫びだしたいほどにイライラして歯痒くて、胸がチリチリと焼けつくように苦しい。

　立ち上がる気力さえなくなってしまい、ぼんやりと廊下を眺めながら考えた。

　今日来いと言ったのは、あの人を紹介するためだったのかもしれないと。

（結婚とか、するのかな……）

　どれだけ時間が経ったのか。

　ビニール袋に入ったアイスは、元の形を保っていなかった。

　部屋が思っていたよりもだいぶ広いのも、瑠衣と一緒に住んでいると知れば納得できる。

　感情が揺さぶられて、叫びだしたい思いに駆られる。

　あの人を抱きしめたのだろうか。

　キス、したのだろうか。

　一緒に寝たのだろうか。

　気分が悪くなる想像ばかりしてしまう。

　何とか立ち上がりキッチンへ行くと、すっかり溶けてしまったアイスをシンクに洗い流して捨てた。

「瑠衣るい……？」

　水道の音で目が覚めたのか、パジャマ姿の賢吾が寝室から出てきた。

　朝の十時近くまで賢吾が寝ていることなどありえない。どんなに夜遅くとも、早く起きて花壇に水やりをして、涼香が朝食を作るのを手伝ってくれていた。

（あの人と……そういうこと、してたから……？）

　目の前が真っ赤になって、気づけば思いっきり歯を食いしばっていた。

　来なければよかった。一人で住んでいるか確認しようとなど思わなければよかった。

　知らなければ、こんなにも傷つかなくて済んだのに。

「……お兄ちゃん、おはよ」

　血が繋がっていなくとも兄妹だ。嫉妬心を露わにするわけにはいかない。

　涙が溢れそうになって、グッと目に力を入れる。

　何とか堪えるが、声が震えてしまうのは抑えられなかった。

「すう、もう来てたのか」

「メールしました……」

　たとえ、食事中であっても仕事のメールを確認することは怠らないくせに。

　涼香からのメールを開くことすらできない時間を、あの人と過ごしていたのか。

　シンクにポタポタと涙が落ちる。

　背後から伸びてきた手に出しっ放しの蛇口が止められて、背中にそっと触れられる。

「さっきの人……一緒に住んでるんですか？　前に、駅で一緒にいた人ですよね？」

　これくらいは兄妹としておかしくない質問だろう。

　涙に濡れた瞳を見られないように俯いた。

「よく覚えてるな。今日は、ちょっと頼みごとがあって呼んだだけだ」

　忘れるはずがない。

　瑠衣が着ていた服まで鮮明に覚えている。

「本当に？」

　問い詰めるつもりはなかったのに、淡々と返されて苛立ちが増した。

　恋人ができたとしても、いちいち妹に説明する義理はないだろう。それなのに、口を継ぐ言葉は止まらなかった。

「こんな朝早くに？　泊まってたの？　一緒に寝たの？」

　もうダメだ。

　溢れてくる感情を抑えることができない。

　涙を拭うことも忘れて賢吾を仰ぎ見る。

　矢継ぎ早に質問すると、賢吾は困ったように薄く笑った。

　普通、家族である妹からこんな風にセクシャルな質問をされたら不愉快だろう。

　けれど、わかっていてもなお、聞かずにはいられなかった。

「お前に関係ないだろ。どうしてそんなに怒ってる？」

「だって……嫌なんです。おかしいってわかってる……けど、お兄ちゃんがあたし以外の女の人と一緒に寝るの嫌……触るのも嫌だし、名前呼ぶのも嫌なんです……」

「どうして？」

　好きだからに決まっている。

　けれど、どうしても家族であることが頭から消えてくれない。

　好きだなどと言えば、きっともう妹ではいられなくなってしまう。

　賢吾が涼香を見る目も変わるだろう。

　それが怖くて堪らない。

「……あたしだけの、お兄ちゃんだから」

　とても本心は言えなかった。

「お兄ちゃん、ね……ちょっとこっち来い」

　手を引かれて寝室のドアが開けられる。

　寝室に瑠衣の香りがないことに安堵してベッドに腰かけると、賢吾の腕が正面から回り、今までにないほど強く抱きしめられた。

　聞き分けのない妹を宥めようとしているのかもしれない。

　けれど、どうしたって期待せずにはいられない。

　賢吾の逞しい胸元に顔を埋めて、隙間がないほどに身体が密着すると、胸の中から喜びが湧き上がってくる。

　もしかしたら、涼香の嫉妬を喜んでくれているのではないかと、自分の都合のいいように考えが巡ってしまう。

　頬を擦り寄せると、深いため息とともに何かを決意したように固い声が頭上から聞こえた。

「お前のこと、もう妹扱いしなくていいか？」

「え、な……んんっ」

　顎が持ち上げられて、目の前に端正な賢吾の顔がある。驚きに目を見開くと、唇が重なりぬるりと舌が口の中に入れられた。

（キス……してる……？　あたし、お兄ちゃんと……）

　熱い舌に口腔内がかき回される。頭がぼうっとして、身体から力が抜けてしまう。

「ん、ふっ……はぁっ」

　初めてのキスだった。

　頭の中では、何度も何度もキスをした。写真にも、賢吾が寝ている枕にも、シーツにも。

　けれど、現実世界でされる賢吾のキスは想像をはるかに超えて、涼香を翻弄する。

　息をするのも苦しくて、賢吾の舌遣いを真似することすらできない。ただ、されるがままになっていた。

　口腔内を舐め回されて、ジンと痺れるような心地よさが生まれる。自分でも驚くほどに、感じ入ってしまう。

　目を瞑って、身体中を震えさせる快感に酔いしれながら、背中に手を回し逞しい身体を抱きしめた。

　その瞬間、賢吾の肩が強張り、身体が勢いよく離される。

「お兄ちゃん気持ち悪いって言えよ……っ、なんでお前は……」

「だって……」

「なに？」

「気持ち悪くない……嬉しいって思うなんて、やっぱりあたし、おかしいですか？」

　もっとしてほしいとさえ思ってしまった。

　賢吾は家族だ……ダメだとわかっていても、止められなかった。賢吾が涼香を受け入れてくれるなら、それ以外には何も要らないとすら思った。

「妹だなんて一度も思ったことはない。俺は……お前のことが、好きだよ」

「あたしも、好き……お兄ちゃんのこと、ずっと好きでした」

「俺の好きは……キスしたり、それ以上のことをお前としたいっていう好きなんだよ、わかってるか？」

　確かめるように告げられる。

　何度も頭の中で賢吾に抱かれた。高校の頃からずっと、この人に触れられたいと思い続けてきた。

　涼香が頷くと、ふたたび軽く唇が重なって、水音とともに離れていく。

「お前は、わかってないよ」

　ボソリと呟かれた賢吾の声は聞こえなかった。

　後ろでひとまとめに結った髪のゴム紐が解かれた。

　両手を絡めとられて、ベッドに押し倒される。

　それだけで身体中の血液が沸騰してしまったかのように、ドクドクと激しく心臓が脈打った。

　ゆっくりと近づいてくる端正な顔を凝視していると、息を吐くような笑い声が聞こえ、賢吾の目が細められる。

　チュッと触れるだけの口づけが贈られて、下唇を啄ばみながら、徐々に舌先が口腔内へと入り込む。

「んっ……」

　ねっとりと舌が絡められて、口の中が賢吾の甘い唾液で溢れる。キスしているだけなのに、あまりの心地よさに全身が痺れていく。

「ふ、あっ……ん」

「ずっと、こうしたかった……」

　唇がわずかに離されて、熱のこもった瞳で見つめられる。

　目の前にいるのは、涼香の知っている兄ではなかった。

　触れ合った太ももに昂ぶった下肢を押しつけられて、ドクドクと先ほど以上に胸が激しく高鳴った。

「おにい……」

「お兄ちゃんって呼ぶな」

　真っ直ぐに劣情のこもった目が向けられる。

「け、んご……さん？」

　涼香が頬を染めながら告げると、賢吾の頬も心なしか赤みが増した。

　自分が賢吾を昂らせる存在なのだと知って、困惑以上に、嬉しいのか恥ずかしいのか、もうどうしようもなく心が沸き立ってしまう。

　絡められた指が解放されて、腕から肩までを撫でるように動かされる。

　ただ触れられているだけなのに、全身の感覚がおかしくなってしまったのではないかと思うほど敏感に反応してしまう。

「あっ……はぁっ」

　首筋に沿うように手が動かされて、胸の膨らみへと辿りつく。やわやわと揉み込まれると、口から艶めかしい吐息が漏れた。

　こんな声を発するなんて恥ずかしくて堪らない。どうしようと動揺した視線を送ると、宥めるような口づけが贈られた。

「もっとすうの声聞きたい。何も考えずに感じていいから」

　賢吾の唇は頬から耳へと寄せられて、耳朶の中を濡れた舌が這った。

「ひっ、あ……それ、ダメっ」

「お前……昔から耳弱いもんな。勉強教えてる時、耳元で話しかけてるだけなのにビクビク震えて、可愛くて堪んなかった」

「そ、んなのっ」

　好きな人にそんなことをされて、平気でいられるものか。

　耳が熱を持ったように熱く、ジンジンと甘やかな痺れが耳から全身へと広がっていく。

　クチュッと湿った音が頭の中に響いて、なぜか身体の中心が疼いて堪らない。足を擦りあわせると、胸元を弄っていた賢吾の手の動きが激しさを増した。

「んん、あっ……あ、揺らしちゃ、やぁっ」

　柔らかい乳房を揉みつぶすように揺らされて、洋服の上から敏感な頂を抓られる。もどかしい刺激に腰がゆるゆると浮き上がってしまう。

「あ、あっ、ん……そ、こばっか」

　グリグリと乳首を弄られ続けると、次第に乳頭が硬くしこってくる。引っ張られて捏ねられて、痛みに近い刺激は甘い愉悦へと変わっていく。

「硬くなってきたな」

　頭が朦朧としてジンジンと腰が痺れる。Ｔシャツが脱がされてブラジャーが外される様をただぼんやりと見てしまう。

　シーツの上で裸にされて、余すところなく見つめられる。まるで舌で舐られているかのように熱を孕んだ視線が全身へと注がれた。

「綺麗だ」

「あんまり、見ないでください……っ」

「見たいんだよ。ずっとお前の裸、想像してたから」

　想像していたなんて、率直に告げられても困る。

　視線が下肢へと注がれて、思わず手で下生えを隠す。しかし、膝に置かれた手が左右に開き、あろうことか賢吾の前に誰にも見られたことのない場所を晒す羽目になってしまった。

「やだっ……こんなかっこ」

「気持ちいいことしかしないから」

　賢吾の顔が下肢に近づく。フッと太ももに息がかかるだけで、全身が総毛立ってしまう。

　膝裏から太ももの裏側を舐められて、あらぬ場所がしっとりと濡れていくのを感じる。

「舐めちゃ、やっ……あぁっ」

　重苦しいほどの快感に頭を必死に振り乱す。

　腰を浮き上がらせ身を捩ると、トロリと蜜口から淫らな愛液が流れ落ちてシーツを濡らした。

　そのあまりに淫猥な光景に賢吾が喉を鳴らしていることなど、涼香は知る由もない。

「お前、こんなに感じやすかったんだな」

「ひぁ……っ！」

　ついに、秘めやかな場所に唇を押し当てられて、涼香は声にならない悲鳴じみた嬌声を上げた。

　こぼれ落ちた愛蜜をすくい取るように舌が上下に動く。クチュクチュと耳を塞ぎたいほどの淫靡な水音が立ち、下腹部から強烈な愉悦の波が押し寄せる。

　無意識に揺れてしまう腰をどうにかしたいのに、自分の意思ではどうにもならない。ただ鼻にかかった甘い声を上げながら、淫らに喘ぐことしかできない。

「やぁっ、あぁぁっ、ほんと、ダメなの……あっ、ん」

「舐めても舐めても、溢れてくる」

　チュルッと吸いつくように唇が押し当てられて、舌先が中へと飲み込まれていく。尖った舌はざらついた陰道を擦り上げ、閉じていた蜜壺を拡げていく。

「あぁん、あっ、はぁっ……もっ、変になる……」

　気持ちよくて堪らない。もっと、もっと、と欲しがるように賢吾の髪に指を絡めて腰を揺らしてしまう。

　グチュグチュと蜜襞をかき回されて、耳を塞ぎたいほどの淫らな音が響く。目の前が真っ赤になり、身体が燃え立つような羞恥心に身悶える。

「こういうこと、誰かとしたことあるか？」

　足の間から顔を上げて問われる。

　自分はどうなんですかと聞きたい思いに駆られる。

　瑠衣が本当に用事があって来ただけだとは信じられない。けれど、賢吾の涼香に対する想いだけは本物だと信じられる。賢吾は、涼香を傷つけるような真似は絶対にしない。

「こんなこと……誰にもされてな……っ」

「よかった」

　心の底から安堵したような表情で笑うから、何も言えなくなる。

「賢吾さん……だけです……」

　涙に濡れた目で睨むように告げると、ふたたび顔が下肢に埋められた。

　濡れた舌が割れ目をなぞり、愛液が溢れでる場所のすぐ上辺りを突く。ちょんと触れられただけなのに、電気が走ったような衝撃が走り身体が波立つ。

「やぁっ……な、に……あぁっ」

　濡れ襞をかき分けて一点ばかりを舐められる。自分の身体なのにいうことをまるで聞かず、本能のままにビクビクと腰を震わせてしまう。

「お前の、一番気持ちいいところ」

　強すぎる刺激に涙まで溢れてしまう。甲高い声が絶えず漏れでて、吐く息は短い間隔になっていく。

「それ、だめっ、だめっ……ぅ、あっ、あぁんっ」

　徐々に何かが近づいてくるような感覚に、居ても立っても居られない。

　身悶えながら、ジクジクと這い上がってくる喜悦に耐える。

　舌先で芯を捏ねるように弄られ、ヒクついた蜜壺にそっと指が挿れられた。襞をかき分けて溢れた蜜を塗りたくりながら動かされると、同時に与えられる深い喜悦に、ヒュッと喉が鳴り息が詰まる。

　背筋をせり上がってくる快感が一気に昂り、意識を失ってしまいそうなほどの深い波に飲み込まれてしまう。

　もうダメだと身体を強張らせた瞬間、重苦しく強烈な刺激が身体の中で弾けた。

「──っ！」

　ビクンビクンと身体を震わせて、腰から脳天まで甘やかな痺れが駆け抜けていく。頭が真っ白になり、何が起こったのかもわからない。

　足先がピンと張り、中に挿れられた指の隙間から大量の蜜がドッと溢れだした。

　この時ばかりは恥ずかしさすら消え失せていた。指の一本すら動かせないほどの倦怠感に襲われて、ぼんやりと足を投げ出したまま宙を見つめる。

「気持ちよかったか？」

　そう聞かれて、小さく頷いた。

　気怠げに息を吐きだして、ようやく現実世界に戻ってくると、あとから羞恥心がやってきた。

　はしたなく身悶えて喘いだ自分自身の姿が思い起こされて泣きたくなる。

「やっ……やだ……も、ほんと恥ずかしいから……見ないでください」

「恥ずかしいところ見せるのは、俺の前でだけだからな。それに……まだ終わってない」

「え……？」

　賢吾がパジャマのズボンをずらして、そそり勃った欲望を晒した。開いた足の間にピタリと押し当てられて、腰が震えてしまう。

　男性の昂ぶった性器を見るのは初めてのことだ。

　あまりの大きさに息を呑む。上を向いて雄々しくそそり勃つ欲望は、普段、泰然としている賢吾からは想像もつかないほどの熱を発していて目が離せない。

（男の人って、こんな風になるの……？）

　これから賢吾に抱かれるのだと、熱に浮かされた頭でぼんやりと考える。

　どれだけ、抱いてほしいと願っていたか。

　ハッと荒く熱のこもった息が吐きだされて、灼熱の塊が濡れた蜜壺の上をなぞる。

　誘うようにヒクついた陰部から流れでるぬめりを借りて、硬い先端が入り口を擦った。ヌチュヌチュと淫らな音を立てて、尖った亀頭が蜜口に押し当てられる。

「はっ……あ……くっそ、挿れてぇ」

　賢吾にしてはいささか乱暴な口調で告げられる。

　挿れられるのだと身構えていたのに、いつまで経っても中へと入ってくる様子はない。

　ただ、賢吾の腰が動くたびに陰核を擦り上げられて、ふたたび身体が熱を孕んでいく。

「んっ、あっ、ど……して、挿れないの？」

「お前……俺に抱かれる覚悟できてるのか？」

　賢吾はそれだけ言って、涼香の足を開いたまま押さえると、自身の手で屹立を扱いた。

　覚悟など気持ちが通じ合った時点でできている。

　けれど、賢吾の言葉の意味を考えようとしても、頭が朦朧としていて上手く働かない。

　あまりの妖艶な賢吾の姿から目が離せなくなる。

　短い呼吸を繰り返しながら、涼香の足の間を凝視する賢吾の頬は、かすかに上気していた。

（あたしに、興奮してるの……？）

　先端からはいやらしく先走りが流れ落ちて、上下に手を揺らすたびにクチュクチュと淫靡な音が響いた。

　賢吾の身体が覆いかぶさってきて、軽く唇が触れる。

「触って」

　キスの合間にそう告げられて、脈動する屹立を握りしめる。

　ヌルヌルと先走りにまみれた欲望は、手の中でドクドクと脈打っている。動かせばいいのだろうかと身動きできないでいると、賢吾の手が重なった。

「ん……っ、いい」

　涼香の手ごと上下に揺らされる。賢吾の口から気持ちよさげに漏れでた声が嬉しくて、夢中になって屹立をしごいてしまう。

　触れられてもいないのに、甘やかな感覚が下肢に広がっていく。

　モジモジと腰を揺らすと、賢吾の手が伸びてきてヒクつく蜜口に指を突き挿れられた。

「あぁぁっ……気持ち、い……っ、ん」

　陰道を拡げるように抜き差しされて、四肢が蕩けるほどの快感が押し寄せてくる。蠢く陰道の奥までもがキュウキュウと収縮し、中で動く指を締めつけた。

　涼香の身体と連動するように、手の中で脈打つ怒張が一段と大きく膨れ上がった。

「……ヤバいな、これ。も、イキそう」

　互いに触れ合う行為は想像以上の快感をもたらした。はしたなく淫らな行為に酔いしれてしまう。

「はぁっ、ん、も……だめ、また……変なの、きちゃっ……」

「すう……っ、名前……呼んで」

　舌を絡ませながら互いの敏感な場所を責め立てる。

　濡れた水音が耳から新たな官能を呼び起こし、涼香は流されるままに深い愉悦に身を沈ませた。

「賢吾……さっ、あ、いいっ、あっ、あっ、ん──っ！」

　身体が大きく跳ねて痙攣するように震える。

　思わず手の中の屹立を握りしめると、賢吾が耳元で息を詰めた音が聞こえ、下腹部に熱い飛沫が浴びせかけられた。

「止まんね……っ」

　ビュッビュッと勢いよく飛び散った白濁は、大量に先端から噴きだして手のひらを濡らす。同時に賢吾の手のひらもまた、溢れでた愛液でべっとりと濡れている。

「はぁっ……はっ」

「もう、離してやらないからな」

　朦朧とする意識の中、賢吾の言葉だけがやたらとハッキリ耳に残った。
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　恋人同士──そう呼べる間柄になってひと月。

　涼香はほとんどの週末を賢吾のマンションで過ごしていた。

　両親には賢吾に毎週末勉強を教えてもらうと言って家を出ている。

　嘘をついている心苦しさよりも、賢吾に抱きしめられたい思いが強かった。

　早く、最後まで抱いてほしいとそればかり考えてしまう。

　二人でマンションで過ごす週末は何物にも変えがたい幸福な時間だ。

　ただ一つだけ気にかかることがあるとすれば、自分たちの関係を公にできないことくらいだ。

　血が繋がっていないとはいえ、知り合いの中には涼香たちを本当の兄妹だと思っている人もいる。

　中学からの友人である藍子は義理の兄妹であることを知っているが、もしも賢吾と恋人になったと打ち明けたら何と言うだろう。笑って祝福してくれるだろうか。

　驚きながらも「よかったね」とは言ってくれるように思うものの、どうしても賢吾とのことを話そうとは思えなかった。藍子がペラペラと吹聴するとは思えないが、どこからか両親に伝わってしまったら、そう思うと怖かった。

　胸が轟くようなこの想いは本物だ。

　賢吾と離れることなど考えられないし、考えたくもない。

　けれど、涼香の気持ちが両親の幸せを壊してしまうことになったらどうすればいいのだろう。

　血の繋がらない父を「お父さん」と呼び、賢吾を「お兄ちゃん」と呼んできた。

　母がやっと手に入れた幸せなのに。

　全員が歩み寄りながら、やっと家族になれたのに。

　もしも反対されたら──そう考えると、恋人関係にあることをおいそれと口には出せない。

「もっ……帰らないと……」

　ベッドの中で抱きあいながら怠惰な時間を過ごしていると、あっという間にタイムリミットが訪れる。

　昨夜から、最後まで抱かれることなく何度も指と舌で弄られ続けた秘部は、未だに触れられているかのような感覚がある。

「ここ、結構指で弄ったけど……痛くないか？」

　足を開かされ、確かめるように秘裂をなぞられる。

「……っ」

「どうだ？」

　涼香の身を案じているだけだとわかっていても、陰唇を開くように触れられるとヌルリと手が滑る感触がして背筋が粟立ってしまう。

　羞恥で頬が熱くなる。

　自分がこうまでいやらしくなってしまうなんて想像もしなかった。

「なんで濡らしてる？」

「ダメだよっ……も……時間が……」

「まだいいだろ。明日朝遅いなら、今日も泊まっていけばいい。俺が、お前と離れたくない」

　ずっと朝からベッドにいるのに、また引き戻されてしまう。

　首筋に噛みつかれて、また甘やかな痛みに支配されそうになる。

　賢吾がこれほど甘い言葉を告げてくるだなんて思わなかった。「一緒にいろよ。寂しい」なんて言われたら、家に帰りたくなくなってしまう。

　何もかもを放り出して、賢吾の手だけを取りたくなる。

　賢吾の新たな一面を知り、嫌いになるどころか愛しさはますます募っていく。離れたくない気持ちは賢吾以上にあるけれど、大学もあるし家をそのままにもしておけない。

　土日に賢吾のマンションで過ごすことは了解を得ているが、さすがに大学を休んでとなると無理だろう。

「お母さんに……っ、言われてるから」

「俺に離してもらえなかったって、言ってみるか？」

「そっ……もうっ、言えるはずないじゃないですかっ」

　言えるはずがない。

　賢吾と肌を重ねているなどと、両親に知られるわけにはいかない。

「夏休みはうちに帰ってくるんですか？」

　あと、二ヶ月もすれば大学は夏休みに入る。賢吾も夏休みはあるだろうし、久しぶりに実家に戻ってくるだろう。

「そうだな。普段祝日も休まず働いてるおかげで、二週間はもらえるし。二、三日は帰るけど……」

「二、三日だけ？」

　夏休み中ずっと実家に戻ってくるものと思っていた。

　両親にバレないように気をつけなければならないが、今以上に一緒にいられると楽しみにしていたのに。

　不満を口にすると、やれやれといった様子で髪を撫でられる。

「お前……あの家で襲われたいのか？　二週間、お前に手を出さずにいられるわけないだろ」

「や……それは」

　非常に困る。

　二週間も一緒にいたら、涼香だって触れ合いたくなってしまうが、まさか実家でことに及ぶわけにはいかない。

「だから、お前がこっちに泊まればいいだろ？　つうか、夏休みの間ずっといろよ。本当に勉強見てやるから」

　涼香だってできればそうしたい。

　仲がいいのは両親ともに知っていることだ。今までは恋心が賢吾や両親にバレないようにと気をつけていた。けれどこれからは、二人が恋人関係にあることを隠し続けなければならない。

　もしかしたら賢吾は、涼香にその覚悟はあるのかと問いかけたのではないだろうか。

　両親に知られたら別れなければいけない、という覚悟。

（賢吾さんと離れるのだけは嫌……）

　ならば、誰にも知られないように気をつけるしかない。

「すう？」

　どうした？　──と気遣うような目が向けられる。

　涼香は何でもないと首を振ると、腰に回された賢吾の手を退けてベッドから降りた。

「もう本当に帰らないと。約束破ってお母さん怒らせたら、お泊まり禁止って言われちゃうので……」

　そう厳しいわけではないし、賢吾のところにいるとわかっているのだから心配をかけることはないが、どうしても気楽ではいられない。

「母さん怒らせると後が怖いからな……駅まで送ってく」

「ありがとうございます」

　駅までの五分の距離を隣り合って歩く。

　以前だったら、誰の目も気にせずに肩が触れる距離で歩いていたのに、今はそれができない。賢吾への気持ちが家族の情ではないと誰かにバレたら、そう考えるだけで身動きすら取れなくなってしまう。

　自分が臆病すぎて笑えてくる。誰かに知られたとしても、血が繋がっていないのだからと開き直れたらどんなに楽だろう。

　改札が見えて「もうここでいい」と声をかけようとすると、前から見覚えのある女性が歩いてくる。涼香の胸に動揺が広がった。女性はこちらに気づくと、満面の笑みを浮かべて駆け寄ってくる。

「賢吾っ！」

「瑠衣……？」

　今日はデニムにＴシャツというラフな格好だけれど、瑠衣は相変わらず美しかった。細身のデニムは足と腰の細さが際立っているし、真新しいパンプスはきっと下ろしたてだ。

　涼香が着ているクリーム色のワンピースも下ろしたてだが、自分には瑠衣のような華やかさはない。つい隠れるように賢吾の後ろへと足を引いた。

　以前に恋人かと聞いた時、賢吾は肯定も否定もしなかった。

　結局のところ、彼女とどういう関係にあるのか、涼香はまだ知らない。

　どうして賢吾の部屋にいたのか。

　あたしのだから──と独占欲を露わにできたならこんなにも苦しくはないだろう。けれど、涼香は瑠衣の気持ちを聞くことすら許される立場ではない。

　外では〝お兄ちゃん〟としか呼ぶことのできない自分では、同じ土俵に上がれない。

　賢吾の気持ちが自分にあるというだけで十分だ。

　瑠衣が過去の女性関係だったとしても、それを知れば自分が傷つくだけだろう。

　けれど、胸にくすぶる感情は、理屈ではどうすることもできなかった。

　賢吾の後ろで黙ったまま視線を向ける涼香に、瑠衣が赤い口元を緩めて微笑んだ。

「前に賢吾の部屋で会ったわよね？　覚えてる？」

「はい……」

　覚えているに決まっている。

　二年前にも見かけたことがあると教えてあげたいほどだ。

「こんな純粋そうな子誑かしちゃって……」

　以前はあなたが誑かされてたんですか──そう聞きたいのをグッと堪えて、唇を噛みしめる。

　恋人だと言えたなら、どんなにいいだろう。あなたは賢吾さんとどういった関係ですか、と問い詰められたなら──。

「誑かしてねぇよ」

　歯痒さでモヤモヤした思いが消えてくれない。

「可愛いわね」

　可愛いなどと微塵も思っていない口調で告げられた。

　どこかバカにされているような気さえする。

　穿った見方をしすぎだろうか。瑠衣はただの友人で、本当に可愛いと思ってくれているのかもしれない。けれど、そう信じられないのは、部屋での一件があるからだ。

「賢吾、また明日ね」

「ああ」

　瑠衣は賢吾に手を振ると、駅とは反対方向に歩いていった。

　明日ってなに？

　明日、また瑠衣と会うの？

　嫉妬で冷静な判断ができない。

　つい一時間前までは心躍る時間を過ごしていたのに、気分が急激に下降していく。

「彼女は同僚。すうが気にするような関係じゃないから」

「部屋にまで来るのに？」

　ただの同僚が部屋まで来るだろうか。

　休みの日の、朝早くに──？

　それに二年前、休みの日に二人でいたのは──？

「ああ、そういえば言ってなかったな。あの前の日に社員証を会社に忘れてきたんだ。あれがないとビルに入れないから届けに来てくれただけだ」

　社員証を忘れたのだとしても、わざわざ他人に誤解を与えるような時間帯に家に行くことはないだろう。それこそ、月曜日に会社の前で待ち合わせて渡せばいいだけの話だ。

（やっぱり……前に付きあってた……とかかな）

　そうでなかったら、わざわざ「彼はまだ寝てる」などと言う必要はない。

　結局一緒には暮らしていなかったけれど、涼香に勘違いさせるような、さも彼氏が起きる前に部屋を出てきた彼女という雰囲気だった。

　しかし、もし同僚以上の関係が以前にあったとしても、賢吾は絶対に言わないだろう。

「そんなに拗ねるなよ。可愛いだけだから」

「賢吾さん……？」

「お前が嫉妬してくれるの、俺にとっては嬉しいだけだ」

　改札前で頬に口づけられて、それだけでささくれた気持ちが霧散してしまう。

　実家から離れたこの駅なら、少しくらい触れても大丈夫だろうか。

　恐る恐る賢吾の胸に頭を埋めると、ポニーテールの髪が撫でられた。

「早く夏休みにならないかな……」

　こうして別れることなく、毎日一緒にいたい。

　兄妹でいた時よりも、寂しさは増す一方だ。

「すぐだろ。すう、試験勉強ちゃんとしろよ？」

「もうっ、わかってます」

　賢吾の気持ちが涼香にあるのは間違いない。

　だから不安になる必要などないはずだ。

　あたしたちは大丈夫──そう祈るような気持ちで賢吾に背を向けた。
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　夏休みに入り、藍子と菅野に久しぶりに会っていた。

　話は各々の大学の話題が中心であったが、それにも飽きてくるとやはり恋愛の話が多くなる。

　菅野は同じ大学に彼女ができたらしく、終始スマートフォンを気にする様子を見せていた。それをからかいつつも、羨ましいと思う自分がいる。

　どこにデートに行って何を食べたとか、親がいない間に遊びにきたとか。大学生ならば何でもない話なのだろうが「あたしも毎週末恋人のところに泊まってる」とは口が裂けても言えなかった。

　夕方五時過ぎ、涼香は家事のため、藍子たちはバイトだと言って帰っていった。

　楽しかったはずなのに、足取りが重く疲れがひどかった。

　家の近くに差しかかると、数十メートル先に会いたくない顔を見つけて思わず顔をしかめてしまう。

　引き返そうかと思ったが、あの人がこんな辺鄙な場所に用があるとしたら、それは自分のこと以外にないだろう。

　何の用だろう──いろいろな考えが頭を巡るが、正直話したいとは思わない。

　昔何らかの関係があったのかと勘繰りたくなってしまうし、賢吾に対して同僚以上の気持ちがあるのならば近づかないでと叫びそうになってしまう。

「あの……こんにちは」

　涼香から声をかけると、瑠衣は急に声をかけられたことに驚いた顔を見せて、涼香を真っ直ぐに見つめてくる。

「ああ、よかった……賢吾の妹さんよね？　あなたのこと待ってたの。賢吾からよく夕方に買い物に行くって聞いてたんだけど、どこかお出かけだったのね」

（妹だって……知ってたんだ……）

　賢吾とは〝妹〟のこともよく話す仲だと暗に言われているようで、無性に腹が立った。

「何の用ですか？」

「ちょっと話せないかと思って。賢吾に言えば怒られちゃいそうだし。さすがにインターフォン鳴らすのもね。こうして待ち伏せるしかなかったのよ」

　ごめんねと両手を合わせる瑠衣は賢吾と同じぐらいの年齢だろうに、幼い仕草すら様になる。

「いえ、大丈夫です。どこか入りますか？」

「そうね。お茶に付きあってくれると嬉しいわ」

　瑠衣の言葉に頷いて、近くにある喫茶店へと入った。

　老齢の夫婦二人で経営しているのか、しゃがれた声で「いらっしゃい」と声がかけられて空いている席を指差された。

「私はコーヒー。あなたは？」

「あ、じゃあ紅茶お願いします」

　瑠衣の前に腰かけて注文を済ませると、途端に手持ち無沙汰だ。

　沈黙に耐えきれなくなって、涼香から聞いた。

「あの、話って……？」

　瑠衣はしばらく考えるような素振りをした。仕草や話すタイミング、瑠衣のすべてに余裕が窺えて涼香は苛立つばかりだ。

「あなた……賢吾と付きあってるのよね？」

　何の捻りもなく告げられて、涼香は言葉を失う。

　思わず手に持っていたグラスを落としそうになった。

（さっき……妹さんって聞かれたよね？）

　まさか、賢吾は妹と付きあっていると瑠衣に告げたのだろうか。

　瑠衣に対して、どう答えるのが正解なのか皆目見当もつかない。

「あの、瑠衣さんと、けん……お兄ちゃんってどういう関係なんですか？」

「どういう？　私は彼のことが好きよ？　もちろん恋愛的な意味で。とっくに振られてるけど」

　振られてるんだ──そうか。

　涼香の胸に安堵の思いが広がる。

「余裕ね。義理の兄妹で血が繋がってないから？　ご両親は知ってるの？」

　この人は一体どこまで知っているのだろう。

「そんなの……あなたには関係ないじゃないですか」

　思わず瑠衣を睨みつけると「そんなに睨まないで」と笑われる。何がおかしいのかまったくわからない。

　涼香と賢吾が恋人関係にあると知っても、瑠衣は余裕の表情をまったく崩していない。それどころか、見下されているような気さえする。

「ま、言えないわよね。だからこそ、賢吾だって苦しんだんだし」

「苦しんだって……」

　一体何に──そう聞く間もなく言葉が続けられる。

「ねぇ、堂々とご両親に言えない程度の想いなら別れてくれない？」

「嫌……です」

「じゃあ、賢吾のお父さんに言っちゃおうかな。二人は人には言えない関係みたいですよって。娘さんが息子さんを誑かしてますって。たしか研究職よね？　真面目な人みたいだから到底受け入れられないんじゃない？」

「……っ」

　涼香が顔から血の気が引いた。瑠衣はその顔が見たかったとでも言うように満足げに微笑んだ。

「覚悟ができないならさっさと別れることね。早く返してくれると嬉しいわ」

　もともとは自分のものだと言わんばかりの口調だ。

　どうして賢吾は瑠衣に打ち明けたのだろう。申し訳ないが、それほど信頼に足る人物だとは到底思えない。

　こんなことで、別れなければならないのか。

　ただ、賢吾のことが好きなだけなのに。

　一緒にいたいだけだ。ほかの恋人たちと同じように。

　血は繋がっていないのに、そんなに許されないことをしているのだろうか。

「別れたら……お父さんたちには何も言わないって約束してくれるんですか？」

　涼香が震える声で聞くと、瑠衣の微笑みが濃くなった。

　彼女は自分の思い通りに事が進んで、さぞかし気分がいいだろう。

「そうね。ああ、紅茶がきたわよ。早く飲まないと冷めちゃうわ」

　たった一人に知られただけでこうなった。

　両親にも言えない関係など、普通ではないとわかっていたはずだ。それでも、賢吾の手を取りたかった。

　もし別れたら、いつか賢吾を忘れられるだろうか。

　いつの日か、汗ばんだ肌や、身体中に触れる唇を思いださずにいられるだろうか。

　その後、瑠衣が何を話していたか、まったく頭に入ってはこなかった。










　早く家に帰って、夕飯の支度をしなければならないのに、足は実家ではなく賢吾のマンションへと向いていた。

　母に「どうしてもわからない問題があるから、お兄ちゃんに直接聞きに行ってくる」と我ながら苦しいメールを送り、電車へと乗り込んだ。まだ仕事中なのか母からは「ＯＫ」とだけ返事があった。

　電車に乗りドア側に立った。ガラスに映る自分の顔を見つめる。目頭が熱くなって、涙が頬を伝った。目は真っ赤だろう。こんな顔で会いにいきたくなどないのに。

　賢吾を想うだけで、電車の中で無様にも泣き崩れてしまいそうになる。

　駅に着く前に賢吾にもメールを送った。合い鍵は持っているから、いつまででも待つつもりだ。

　通い慣れた道を、溢れそうになる涙を堪えながら歩く。

　オートロックを解除して部屋に上がると、真っ暗な部屋に明かりが灯った。

　やはり賢吾はまだ帰っていないようだ。

　しかし、靴を脱いで部屋に上がったタイミングで玄関のドアが勢いよく開けられた。

「すうっ？」

「賢吾さん、おかえりなさい」

　振り返ってぎこちない笑みを浮かべる。

（ちゃんと、笑えてるかな……）

「目が赤い……何かあったか？」

　泣き腫らした顔はごまかしが利かなかった。

　涼香からのメールを見て、よほど急いで帰ってきたのか、賢吾の吐く息は荒い。

　電車の中で、どうするべきなのか考えてきた。

　多分、冷静だったと思う。感情だけに突き動かされているわけではない。

　もう二度と、賢吾のマンションへは来ないと決めた。

　会えるのは賢吾がたまに実家に帰ってくる時ぐらいになるだろう。

　けれど、たとえ一年に一度だったとしても、賢吾の顔を見てしまったら忘れることなどできない。だから、一度だけでも賢吾に愛された思い出が欲しかった。

　最後でいいから、幸せな気持ちでいたかった。

「覚悟できたから……抱いてくれますか？」

　賢吾の胸に顔を埋めて聞くと、戸惑った様子で涼香の背中に手が触れる。

「どうして急に……」

「あたしには……賢吾さんしかいないんです。お願い……っ」

　そう告げると、手を引かれて寝室へと連れていかれる。

「お前がいいならもう我慢しない。本当に、抱くからな」

　劣情のこもった視線で見つめられる。

　涼香は頷くと、自らベッドへと上がった。

　クルリと身体を反転させられて、背後から腕が回った。
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　ワンピース越しに乳房が揉みしだかれる。上下に揺らされながら、指で乳頭を引っ張られると、あっという間に赤みの増した乳首が硬く勃ち上がった。

「んっ……」

　指の腹で捏ねたり、二本の指で引っ張られたりするだけで、腰に甘やかな痺れが走る。早く触ってほしくて仕方がなかった。

　賢吾の腕の中で身悶えながら、堪らずに両足をモジモジと擦りあわせる。

「もう濡らしてるのか？」

　耳元で囁かれてビクンと肩が震える。

　低く熱の孕んだ声が、涼香の官能をより高める。

　抱いてほしいと言ったのは自分なのに、恥ずかしくて堪らなかった。

「ち、ちがっ……」

　本当は足の間に濡れた感触があった。けれど、それを素直に言えるはずはない。

　顔を真っ赤にして否定すると、クスッと小さく笑った賢吾がワンピースの裾から手を差し入れる。ショーツの上から秘裂を撫でられて、ヌルリと手が滑った。

「もう、ビショビショだろ。嘘つくなよ」

　容赦なく陰部に触れられると溢れた愛液が太ももまでもを濡らしていく。直接的な刺激が欲しくて無意識に腰が揺れる。

「どうして欲しい？」

　カッと頬が熱くなる。

　フルフルと首を振って言えないと伝えると、ショーツを撫でていた手が離される。

「言えよ。俺のこと欲しいって」

　尻に硬く滾った欲望が押し当てられる。ショーツの上から双丘の谷間に沿って動かされて、陰道から溢れた蜜のぬめりはますますひどくなった。

「あぁっ、あっ……それ、や」

「いや、じゃないだろ？」

　ショーツが太ももまで下ろされて、賢吾の下生えが尻に触れる。ヌルリと濡れた性器が尻の間で擦られて、前から回った手は焦らすように涼香の下生え辺りをクルクルと撫でる。

「んっ、ふぁっ……おねがっ、ちゃんと」

「ちゃんと、なに？」

「中、して……っ、指で」

　それだけ言うのが精一杯だった。

　恥ずかしさで涙がこぼれ落ちた。賢吾はいじめすぎたとでも思ったのか、涼香の濡れた目尻にキスを落として、ショーツを足から引き抜いた。

「ごめんな。お前、可愛すぎていじめたくなる」

　賢吾の言葉一つでこれほどに喜んでしまえる自分は、やはりどこかおかしいのかもしれない。可愛いと、好きだと言われると、それだけで満たされて幸せな気分になる。

　恋を知れてよかった。

　愛される悦びを知れてよかった。

　ワンピースが脱がされて、引っかかっていただけのブラジャーが外される。

「ちゃんと慣らしてやるから、力抜いとけ」

　言うが早いか下生えを弄っていた指が、ヌチッと湿った音を立ててゆっくりと挿れられる。

「あっ……」

　陰道が悦んでいるかのようにキュッと切なげに収縮し、指を締めつける。

「中、こんなにヌルヌルにして」

　いやらしい言葉を囁かれて、触れ合った背中がゾクゾクと震える。

　蜜襞を擦り上げる指でチュポチュポと激しく抜き差しされて、無意識に足が開いてしまう。

　秘部を弄られながら、空いた手で乳房を揺さぶられた。同時に胸と下肢に与えられる強烈な刺激に、身体は焦燥感に打ち震える。

　指の届かないもっと奥が疼き始めて、背中からもどかしい痺れが走る。

「ふっ、あぁん、あっ、もっと……っ」

「俺のでイカせてやるから……まだ、っ、我慢しろよ」

　内壁を擦る指が二本に増やされて、中を押し拡げるようにグルリとかき混ぜられる。

「ひぁっ……あぁっ……ダメっ、やぁ」

　尻の間で揺れ動く灼熱の塊ははち切れんばかりに太く硬くなっていた。指のすぐ近くをヌルヌルと擦られて、いつの間にか抜かれた指の代わりに浅い場所を行き来している。

「あっ、入っちゃ……っ、入っちゃう……あぁぁっ」

　硬く張り詰めた先端がヌプヌプと入り口を擦り上げる。

　ザリっと賢吾の下生えが尻にあたる。くすぐったい刺激に身悶えると、背後からゆっくりとした動作で屹立が中へと入ってくる。

　全身が総毛立ち、ゾクゾクとした感覚に身を震わせる。

「もうすぐ、全部入るから……っ」

　何かを堪えるように息を詰めた声が聞こえて、賢吾の息が荒く吐きだされる。

　ググッと腰を強く押しつけられると、中が満たされていくような感覚に全身が戦慄いた。欲望が柔襞を押し拡げながら奥へと進んでいく。

　痛みはなかったけれど、苦しいような切ないような疼きはひどくなる。

「ん……はぁっ」

　軽く腰を揺らされる。浅い場所を擦りながら屹立が最奥に到達すると、不思議な充足感に満たされた。

（今、賢吾さんと繋がってるんだ……）

　セックスしているのだから当たり前のことなのに、大好きな人と一つになれる喜びは今まで感じたことのないほど幸せで満ち足りたものだった。

「痛くないか？」

　賢吾の口から息を詰めたような声で告げられる。

　すぐにでも吐きだしたい欲望を抑えているのはきっと辛いのだろう。

「あたしは、大丈夫だから……」

　お願いと背後に視線を向けると、中で張り詰めた欲望が一層膨れ上がった。圧迫感はひどくなり、熱く燃えるような感覚が下肢に広がっていく。

　ズルッとギリギリまで引き抜かれた欲望が、一気に最奥まで突き挿れられる。愛液のぬめりで滑るように中を擦り上げる屹立に、涼香は甲高い声を上げた。

「ひぁぁっ……あ、はげしっ……」

「これでも、手加減してる……っ」

　柔襞を抉るように硬い亀頭が感覚の鋭い場所を擦る。何度も動かされるたびに、溢れだした愛液がヌチュヌチュと淫らな音を立てた。

「気持ちよくなってきたか？」

「あっ、んん……わかん、な」

　腰を打ちつけられて、ジンジンと痺れるような感覚が生まれてくる。柔襞を擦られるとゾクゾクとした甘い愉悦が腰から脳芯まで広がる。

「あぁっ、はぁっ、ふっ、ん……それ、や」

　艶めかしい声ばかりが漏れてしまう。ギュッとシーツを掴み、頭を振りながら、蕩けそうな感覚に身を委ねる。

　次第に賢吾の腰の動きも大胆になっていく。

　グッと最奥を突いたかと思えば、中をグリグリとかき回すような動きで弱い場所を探そうとしてくる。

　一際甲高い嬌声を上げた場所ばかりを狙ったように激しく突かれて、涼香は喉を仰け反らせながら感じ入ってしまう。

「ココがいい？」

「ひぁぁん、あっ、やっ……ダメェっ」

　感じやすい場所を突かれると、頭が真っ白になり何も考えられなくなってしまう。

　怖いほどの喜悦がジリジリと背中からせり上がってきて、口を半開きにしたまま喘ぐことしかできない。

「け、んごっさ……もう、イッちゃう……からっ」

　ビクビクと腰を震わせてすぐそこにきている絶頂に備えると、全身を揺さぶるように腰の動きが激しくなる。互いの荒い息を聞きながら、全身の感覚が下肢に集中していく。

　片足を持ち上げられてより深い場所を抉られると、深い陶酔に支配される。

　もう快感を得ることしか考えられず、涼香は本能のままに腰を揺らした。

　四肢が快感に蕩け、頭が真っ白になる。

「あっ、あっ……イク、もっ……あぁぁっ！」

　背筋を仰け反らせて狂おしいほどの絶頂に達した。

　恍惚感の中、ビクビクと震える腰を掴まれて小刻みに揺すられると、身体の奥で膨れ上がった怒張が大きく脈動する。

「俺も、もう……っ、く……っ、はぁっ」

　賢吾の腰がブルリと震えて、避妊具越しに白濁の温もりを感じた。

　シーツに身を預けていると、くったりと力の抜けた身体の上に、賢吾が覆いかぶさってくる。額や頬に口づけが贈られて、うっとりと目を細めて端正な顔を見つめた。

「賢吾さん……ちゃんと、顔見てしたい」

　泣き笑いのような顔で告げて、手を伸ばした。

　熱を持って濡れた唇が重なると、ふたたび灼熱の塊が押し挿れられる。

「涼香……好きだ。やっと、手に入れた」

「あたしも、大好きです……ずっと」

　離れていても、妹でしかいられなくても。

　たとえ、別の誰かと結ばれても──ずっと、あなただけを愛してる。

　その夜、気を失うまで幾度となく抱かれて、泥のように眠りについた。

　翌朝目が覚めると、同じ時間まで起きていたはずの賢吾の姿はとうになく、涼香は重い身体を起こし後ろ髪を引かれる思いで部屋を後にした。

















六












　賢吾に抱かれたあの日から三週間が経つ。

　自分で思っていたよりも、賢吾への恋心は深く胸に刻み込まれていて、両親から賢吾の話題が出るたびに、胸が締めつけられるようだった。

「すうちゃん、お兄ちゃんもうちょっとで着くって」

　スマートフォンを手にした母が言った。

　賢吾が実家にいるのは三日間の予定だ。

　会いたいけれど、今、顔を見るのは怖かった。

　顔を見て、声を聞くだけで、何も考えずに賢吾の手を取りたくなってしまいそうな自分がいる。

「あ、そっか。じゃああたし買い物でも……」

　まだ蒸し暑い昼下がり、いつもなら夕方に買い物に出るところだが、涼香は慌てて逃げるように玄関に向かう。

　どれだけ時間を空けても賢吾への想いが消えることはなかった。むしろ、会えない分だけ想いは募っていく。

　逃げたところでどうしようもないことはわかっているが、三日間は同じ家にいるのだ。ほかにどうしていいかわからなかった。

「すうちゃん、買い物ならお母さんが行くわよ。まだ外暑いじゃない」

「うん……でも、どうせ暇だから」

　母の言葉を振り切って玄関のドアを開けると、涼香の前に影が差した。

「ただいま、すう。母さん」

　久しぶりに聞く賢吾の声に、目の奥がツンと痛む。

　顔を見れば涙がこぼれ落ちてしまいそうで、目を合わせられない。

「あら、お兄ちゃん！」

（あたし、今……どんな顔をしているんだろう……）

　やりきれない悲しみの中にいるのに、こんなにも嬉しい。

　たった三週間会わなかっただけなのに。

「おにい、ちゃん……」

　賢吾さん、とは呼べない。

　わかっているのに、兄としか呼べないことがこんなにも辛い。

「母さん、ごめん。買い物頼める？　すう、逃げるなよ。お前、休み前のテストあまりできなかったんだろ」

　テストの結果はまだ送られてきていないが、そう悪くはないはずだ。

　逃げるな、という言葉で、賢吾が何もかもを察しているような気がした。

「そうなの？」

「そういえば、父さんは？」

「お父さんは仕事休めなかったって。じゃあ、お母さんもうちょっとしたら買い物行くから、すうちゃんはしっかり勉強教えてもらいなさい」

　勉強と言われたら、それ以上涼香には何も言えない。

　涼香は言われるがまま賢吾の後をついて二階へと上がった。

　連れてこられたのは賢吾の部屋だ。

　ドアが閉まった途端に背後から抱きしめられる。

「……っ、お兄ちゃ……」

「お兄ちゃん、じゃないだろ？　逃げるなって言ったよな？」

「逃げてないです……」

「逃げてるだろ。土日もスーパーぐらいしか行かないお前が、三週間連続で土日に予定入れるのか？」

「だから、それは……っ」

　不機嫌そうな声が聞こえて、前に回された腕に力が込められる。

　もう終わりにしなければならないのに。

　あれほど固く心に決めても、抱きしめられただけで簡単に決意は崩れてしまう。

　何もかもを捨てて、賢吾の手を取りたくなる。両親にバレてもいいと、この時ばかりは思うのだ。

「離さないって言ったよな？」

　後ろから頬を擦り寄せられて、耳元で聞こえる声がやたらと艶を含んでいる。キスさえもされていないのに、抱きしめられているだけで思わず熱い吐息が漏れてしまいそうだ。

「け、んごさ……ダメ……っ」

　濡れた唇がチュッチュッと首筋に触れる。

　頭を仰け反らせると、着ていたシャツの上から胸を揉みしだかれて上下に揺らされる。

「んっ……はぁっ」

「次、うちに来た時は朝まで抱いてやる」

　もう二度とマンションには行けない──とは言えなかった。

　両胸をいやらしく揉みながら言葉がかけられて、唇を噛みしめた。

　腰に押しつけられる賢吾の下肢はすでに昂ぶりを見せている。賢吾が自分に欲情してくれているのだと知るだけで、涼香の中心も熱を孕んでくる。

「あっ……ん、ダメ、やっ」

　艶めかしい声が漏れてしまい、慌てて口を手で塞ぐ。

　緊張と興奮で胸がドクドクと激しく音を立てた。廊下から音がしないかと耳をすませて、誰も来る気配がないことに胸を撫で下ろす。

「なぁ……この三週間、お前は寂しくなかった？」

　スカートの中に手が差し込まれる。ショーツの上からしっとりと濡れた秘裂を突つかれて、ゾクゾクとした痺れが全身を駆け巡った。

「ココは、俺のこと欲しいって言ってる」

　母が来るかもしれないのに。

　そう思えば思うほど、感覚は鋭敏になり淫らな蜜が溢れだしてしまう。

「ダメ……っ、お母さんが……」

「なぁ、俺のベッドで、俺の写真見て……なにしてた？」

　耳元で囁かれて、枕の下に隠しておいた写真がバレていることを告げられる。

　頭が沸騰してしまったかのように、恥ずかしくて堪らない。

　パニックになって、必死で首を振りながら否定するが、恥辱で頬を真っ赤に染めていれば、肯定しているものと変わらない。

「してな……っ」

「へぇ」

　賢吾はいったん身体を離すと、枕の下に手を入れて、涼香が隠しておいた写真を取りだした。呆然と立ち竦んだまま、突きつけられた写真を見つめる。

「これ、俺の卒業式の写真だよな？」

　父のアルバムから持ってきてしまった一枚の写真。

（寂しかったから……）

　バレるはずのない秘密を知られていることに動揺が広がった。

　居ても立っても居られなくなって、全身が羞恥に汗ばんでしまう。

　顔は真っ赤だろうし、バクバクとうるさいぐらいに心臓が鳴る。

　どう言い訳すればいいかもわからなかった。

　写真にキスしたことは一度や二度ではない。

　賢吾のベッドでこっそりと眠っていると、まるで抱かれているような幸福感に包まれる。

　写真を見るだけでおかしな気分になって、賢吾の手を思いだして下肢に手が伸びてしまったこともある。

「それほど、寂しかったってことだろ。俺も寂しかったよ。会いたくて堪らなかった……」

　ベッドの上に寝かされて、賢吾の身体が覆いかぶさってくる。

　隙間がないほどに抱きしめられると、抑えがたい衝動に駆られてしまう。背中に手を回して「あたしも会いたかった」と言いたい。

　キスして、いっぱい触れてと縋りつきたくなる。

　スカートを捲り上げられショーツだけが脱がされる。賢吾もズボンの前を寛げて赤黒くそそり勃った屹立を露わにした。

　鍵のかからないこの部屋で全裸になるわけにはいかない。互いに性器を晒した状態はどうしようもなく卑猥で、いけないことをしているような気分にさせられる。

「お母さん……まだ、下にいるから……っ」

　口ではダメだと言いながら、頭の中は抱かれることへの期待でいっぱいだった。

「買い物行くだろ。どれだけお預け食ったと思ってる」

　グッと昂ぶった屹立を腰に押しつけられて喉が鳴った。

　我慢していたのは、何も賢吾だけではない。

　涼香がどれほど賢吾に会いたかったか。どれほど抱いてほしかったか。

　瑠衣に言われたことをすべて打ち明けてしまおうかと何度も思った。

　声が聞きたくて、賢吾のアドレスを呼び出しては消した。

「あっ……やぁ……」

　足を抱えられ硬い先端を膣口に擦りつけられると、ヌルリと蜜が溢れてくる。

「嫌？　こんなに濡らしておいて？」

　抵抗などできるはずがなかった。

　頭からつま先まで、全身が悦びに満ちている。

　早く受け入れたくて蠢動する蜜襞は、賢吾が腰を揺らすたびに新たな愛液を溢れさせる。

　濡れた音を響かせながら浅い場所を抜き差しされて、入り口が開いていく。慣らされてもいないのに、ヒクついた蜜口は今か今かと受け入れる瞬間を待ち侘びているかのようだ。

「声、出すなよ」

　手のひらで口元を覆われて、濡れ襞をかき分けるように腰を進められた。

「ふぅ、んんんんっ──！」

　身体を貫かれる快感にゾクゾクと身震いしてしまう。

　開いた足がビクビクと跳ねる。

「はっ……すげ、キツい……」

　押し入ってくる屹立を締めつけてしまったのか、賢吾が苦しげに息を吐きだした。

「はぁっ……はっ、ん～っ！」

　最奥まで突き挿れられて、ふたたびズルッと引き抜かれる。

　深い場所をゆっくりと擦り上げるように抜き差しされると、硬い亀頭の感触をありありと感じとってしまう。

　甲高い嬌声が漏れそうになり、手の中で声を殺しながら、バレたらどうするのかと恨みがましい視線を送るが、賢吾は腰を止めることはなかった。

「いつもより感じてるな。ずっと実家でやるか？」

　フッと鼻で笑って、余裕の表情でそんなことまで言ってくる。

　こっちは、声を上げないように必死なのに。

「やっ……ん、はっ」

　徐々に激しくなる腰の動きに、抑えきれない喘ぎ声が漏れでてしまう。

　蜜口をかき混ぜられて、卑猥な音が響くたびに気が気ではない。声を抑えていても廊下に聞こえてしまうのではないかとヒヤヒヤする。

「あっ、ん……強い、からぁっ」

　膣襞を硬い先端でゴリゴリと擦られるたびに、欲望を奥へと引き込もうとする。

　凄烈な喜悦に頭の中が真っ白になり、実家であることも階下に母がいることも忘れてしまいそうになる。

「ん、んんんっ～！」

　手のひらで覆われているせいで呼吸が苦しい。

　激しく腰を穿たれて、堪えきれずに細めた目から涙がこぼれ落ちた。

（ダメ……声、出ちゃう……っ）

　賢吾に触れられると、それがどんな状況でも感じ入ってしまう。

　母に聞かれてしまうかもしれない。

　ダメだとわかっていても、もっと激しく抱いてほしいとさえ思ってしまう。

　もう無理と首を振ると、賢吾の顔が近づいてきて唇が塞がれた。

　迫りくる凄絶な快感に備えて、賢吾の背中に腕を回す。

　その時、階段を上がってくる足音が聞こえて、全身に緊張が走る。思わず中に入っていた欲望をギュッと締めつけてしまい、賢吾が小さく呻き声を上げた。

「……っ」

「すうちゃん～勉強中にごめんね。今日の夜ご飯の材料、メモにあったの買ってくればいいの？」

　母の声が廊下から聞こえる。涼香の部屋をノックしているようだ。

「母さん、こっち。俺の部屋で勉強してる」

「あら、珍しいわね」

　賢吾がドアに向かって声を上げると、近づいてくる足音がして心臓が早鐘を打った。「お願いだから開けないで」と神に祈るような気持ちで速まった呼吸を落ち着ける。

「う……うんっ。お兄ちゃんの参考書使わせてもらってるからっ」

　もしもドアを開けられたらどうすればいい。言い訳のしようがない。

「……っ、あ」

　どうして、今、こんな時に。

　賢吾を思い切り睨みつけるが、悪びれなく腰を揺すってくる。賢吾は母にバレてもいいと思っているのだろうか。

（お願い……っ、動かないで……！）

　ヌチヌチと結合部から水音が立つ。ゾクゾクと甘い痺れが腰に伝わり、熱い吐息が漏れそうになってしまう。

「ふっ……あ」

「牛乳って一リットルでいいの？　五〇〇にする？」

（お願いだから……早く下へ行って……）

　蜜襞の弱い部分を擦られてしまっては、答えることなどできるはずがない。手で必死に口を塞ぎ、耐え忍ぶ。

「ほら、答えないと……怪しまれるぞ」

　廊下に聞こえないような小さな声で、賢吾が囁く。答えろと言っておきながら、硬い部分で最奥を擦り上げてくる。

「いち、リットル……で」

　絞りだすような声は、廊下へは聞こえなかったようだ。ドアの向こうから「すうちゃん？」と呼びかける声がする。

　ドクンと心臓が跳ね上がって、お願いと懇願するような瞳を向けると、賢吾はやれやれと言った様子でドアに向かって声をかけた。

「一リットル買ってきて、だってさ。ちょっと今、問題解くのに集中してるから」

「はーい。じゃあ買い物行ってくるから、勉強頑張ってね」

「ああ。行ってらっしゃい」

　トントンと階段を下りる音が聞こえて安堵の息を漏らすと、待ってましたとばかりに賢吾が律動を再開した。

「あっ、ん……ひ、ど……っ」

　緊張から解放されて安心したからだろうか、目尻から涙がこぼれ落ちた。

「どこが？　別にバレたっていい。お前が俺から離れようとするからだろ」

　そう告げられて、膣壁を抉りながら最奥を穿たれる。

　信じられない。

　賢吾と別れることを決意するほどに、涼香が悩んでいるというのに。

（バレて、家族でいることさえ許されなかったら……賢吾さんはそれでもいいの？）

　言い返そうとしても、弱い場所を擦られると我を忘れて喘いでしまう。

　快楽を味わうことしか考えられない。

　律動が速まり、あまりの気持ちよさに頭が朦朧としてくる。

　もう何を口走っているのかさえわからない。

「あぁぁっ、はぁん、もう……ダメっ」

　子宮口まで届きそうなほど深く突き上げられて、蠢く濡れ襞が欲望を締めつける。

　本能のままに身悶えると、賢吾の腰に足を絡めてより深い場所で繋がった。

　濡れた音がひどくなり、途切れがちに声を発しながら長く深い陶酔に身を任せた。

「──っ！」

　腰を仰け反らせて、開いた足を震わせながら達した。

　四肢がドロドロに蕩けてしまいそうなほど深い絶頂感の中で、快楽を貪ってしまう。

「俺も……イク……っ」

　強く尻を掴まれて仕上げとばかりに激しく揺さぶられると、ぶるっと腰を震わせて屹立が抜かれ、涼香の腹の上で熱い飛沫が弾けた。

　虚ろな瞳で天井を見つめながら陶酔感に打ち震える。

　ドッと身体中に倦怠感が押し寄せて、頭が朦朧としてしまう。

「一緒に……いたいのに」

　ギュッと賢吾の胸に縋りつきながら告げた。

　好きだと言ってくれた。

　俺から離れようとするから──そんな風に言うくせに。

　どうしてバレてもいいなどと言うのだろうか。

　賢吾と離れ離れになると考えただけで、胸が締めつけられるほどに苦しくなる。

　身体は満たされたはずなのに、涼香の心にはポッカリと穴が空いてしまったみたいだ。










　父は珍しく定時に帰ってきた。涼香が作った食事を家族四人が揃った状態で食べるのは、久しぶりのことだ。

　賢吾が帰ってきて嬉しいのか、会話は弾み母の食事はほとんど手つかずのままだ。

「お兄ちゃん、平日のご飯はどうしてるの？　まさか毎日コンビニとか？」

　母の言葉に賢吾は苦笑いを浮かべて首を振った。

　ずっと質問攻めにあい、賢吾もなかなか食事が進まないのだが、母の気持ちも理解できるのか、一つ一つ真面目に受け答えしている。

「すうが多めに料理作っていってくれるからそれ食べてるよ。まぁ外食は多くなるけど。すう、この唐揚げ美味い」

「うん、よかったです……」

　力なく、やっとのことで言葉を返す。

　賢吾は、部屋での一件などなかったかのように普通だ。バレてもいいと言う割には、兄としての態度を崩そうとしない。

　大好きだ──好きすぎて、血の繋がりがなくとも仲のいい兄妹だと信じている父と母を裏切ってしまうぐらい。

　もしも、瑠衣が二人のことを父に告げたら──。

　涼香が賢吾に恋愛感情を抱いていると知ったら、母はどうするのだろう。

　泣くだろうか。それとも、無理やり別れさせられるだろうか。

　本当はこのまま、何も言わずに賢吾との関係を終わりにするつもりだった。

　けれど。

　ちゃんと別れて、また兄妹に戻る──。

　家族としてならずっと一緒にいられる。

　誰にも責められることなく、甘えたがりな妹として、賢吾のそばに。

　しかし、今日のように抱きしめられただけで、簡単に決意は揺らぐ。もう、どうしていいのかわからない。

　誰に祝福されることがなくとも、ただ、一緒にいられればいいと思っていた。

　何があっても、自分たちはずっと変わらないと考えていたのだ。

　瑠衣に知られた程度のことで、こんなにも動揺してしまう。

　もしも、両親に知られたら──。

（あたしは……どうするんだろう……）

　仲のいい義兄妹でいれば、今も賢吾の隣で笑っていることができただろう。

　片想いは辛くとも、初めから叶わない恋だと知っていれば、今よりかは辛くなかったはずだ。

　でも、もう戻れない。

　父も母も、もちろん賢吾のことも大好きなのに、リビングにいると息苦しい。

「ごめん、あたしちょっと眠いかも」

　部屋に戻る──と言いかけたところで賢吾が口を挟んだ。

「ああ、ならもう行くから、車の中で寝ておけよ」

「え……？」

「さっき言っただろ？　明日、急な仕事が入ったから、やっぱり向こうのマンションに泊まるって。ついでに夏休みの間だけすう家に泊まらせるから。観光したいって言ってたしな」

「そうね。お母さんもちょうど休みは明日までだし。お兄ちゃんと一緒なら安心だわ」

「で、でも……お兄ちゃん仕事なら迷惑じゃ……」

「すうちゃん、いまさら何言ってるの。前に〝どうしてもわからない問題があるから〟ってお兄ちゃんのマンションに押しかけたくせに。翌日大学休んだでしょう？　平日に行く方がよっぽど迷惑よ？　休みの間に勉強しっかり見てもらいなさい」

「それは……っ」

　自分で勉強できると言い募っても、賢吾側についた母にそう言われては涼香が何を言おうにも敵わない。

　仕方なく、ボストンバッグに洋服や下着を詰めていく。

「行ってきます」

　安心しきった顔を向ける両親に見送られて、賢吾の車の助手席に座った。自分たちの関係を知らないから、母だって泊まりに行くことを許してくれているのだ。

　本当のことを知られる前に、別れた方がいいのだとわかっている。

　これからどうすればいいかと考えていたが、結局答えは出なかった。涼香が避けていたことを、賢吾もきっと気づいているだろう。

　あの時下した決断を貫き通せるほど、涼香は強くはなかった。

　二人でいれば幸せだと思ったのに。

　結局、賢吾を苦しめることになるのではないだろうか。

　仲のいい家族として過ごせなくなってしまったら。

　再婚した両親の仲を壊すような結果になってしまったら。

　好きだと言われた日。嫉妬心を隠して、告白されたとしても、兄としか見られないとそう告げていれば、賢吾は誰か別の人と幸せな人生を歩んでいたかもしれない。

　賢吾が他の人となど、考えるのも嫌だけれど。

（どうすればいい……？）

　ずっと窓の外に目を向けたまま、一言も喋らない涼香をどう思っていたのか、賢吾はマンションに着くまで何も聞いてはこなかった。

　ボストンバッグから服を出し、空いているクローゼットを使わせてもらう。リビングに戻ると、どこか張り詰めたような空気が流れているように感じた。

「冷蔵庫あんまり食材ないから、明日買い物行きますね」

　忙しいフリをして、冷蔵庫の中を覗きながら聞いた。

「すう、ちょっとこっち来い」

　ソファーに座った賢吾に手招きされる。

「あの……今、冷蔵庫の中チェックしてるから……」

「いいから。来い」

　語気を荒くして告げられて肩を震わせる。

　機嫌が悪いのか、表情なく見つめられると、整った顔が冷然として見えて怖い。

　仕方なくぺたんと床に座り込んで、ソファーに座る賢吾を見上げる。

「なんですか？」

「俺とのことで、何を言われた？」

　問いかけられているのに、賢吾の口振りはどこか確信めいていた。

「言われて……ないです」

「嘘が下手だな。瑠衣だろ？」

　どうしてわかるのだろう。

　肯定も否定もできずにいると頭上から嘆息が聞こえて、苛立ち紛れにポニーテールが引っ張られた。

「も……っ。何するんですか……」

「で、何を言われた？」

　瑠衣とどんな話をしたのかさえ、賢吾は気づいているように思えた。

「両親に言えない程度の想いなら別れてって。やっぱり、あたしたち……元通り兄妹に戻った方が……」

　父に話すと脅されたことについては触れずに告げた。

「許さないからな」

「え……」

「お前、覚悟できたからって言ったよな？　俺もだよ。何があってもずっとお前を守り続ける覚悟はとっくにできてる。俺はお前を離すつもりはないし、兄妹になるつもりもない。瑠衣に言われたぐらいで、俺から離れたくなったのか？」

　賢吾の目が辛そうに細められる。

　後悔しているわけではない。

　ただ、涼香が選んだこの道が、賢吾にとって本当に最良であるのかわからなくなってしまった。

「違うっ……あたしは賢吾さんに普通に幸せになってほしいだけです」

　両親に言えない関係など普通ではない。

　自分のせいで大好きな人たちを苦しめたくなかった。

　父も、母も、もちろん賢吾も。

「そのために別れるのか？　二人で一緒に幸せになるためにどうするかを考えずに？」

　その方法がわかれば、はなから別れるなんて言わない。

「離れる気が起きなくなるぐらい、愛してやる」

　ひょいと身体を抱えられて寝室へと連れていかれた。

　ベッドに下ろされて、賢吾の身体が離れていく。

　賢吾はなぜか、ウォークインクローゼットの扉を開けて、ネクタイと布製の何かを手に戻ってきた。

「外すなよ」

「え、ちょっと……っ！　どうして……」

　突然布で目が覆われてベッドへと押し倒されると、腕に何かが絡まって衣擦れの音がする。多分、手にしていたネクタイで結んだのだろう。

　どうしてこんなことをするのか理由がわからず、涼香はパニックになって足をバタつかせた。

「想像してみろよ。俺じゃない誰かに抱かれるのを」

「賢吾さんじゃない人に……？」

　そんなの絶対に嫌だ。

　賢吾以外の誰かに触れられたいだなんて、思うはずがない。

「俺の幸せのために別れて、ほかの男と付きあうんだろ？　ああ、また菅野って奴と付きあうのか？　あいつに抱かれて、俺にも、お前以外のほかの女を抱けって言うんだよな？」

「やだっ……こんなの、賢吾さっ」

　賢吾の声が聞こえない。

　気配はするのに、次の動作が予測できずに全身が気配を察知しようと鋭敏になってしまう。

「……っ」

　スルッと腹部を撫でられて、大仰に腰が震えた。
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「なんか喋ってくださ……っ」

　腹部に置かれた手が、シャツを捲り上げて胸元が露わになった。ブラジャーのホックが外されて、ショーツが脱がされる。

　どこを見られているのかもわからない状況に足をピタリと閉じるが、まるで全身に視線が突き刺さったかのように感じてしまう。

　ふるりと揺れる乳房に吐息がかかる。ただそれだけのことで、赤く腫れた実はプツリと尖り硬さを増していく。

「ひぁっ……」

　ヌルッと濡れた感触がして、乳頭ごと温かい何かに包まれる。突然の強い刺激に、背中を仰け反らせて反応してしまう。

　口腔内で乳首を転がされるように舐られると、全身がゾクゾクと甘い痺れに包まれる。

　怖い。涼香を抱いているのが賢吾であることは間違いないのに、言葉なく触れられていることが怖くて堪らない。

　もしも、この人が賢吾じゃなかったら──そう考えてしまい、全身に悪寒が走る。

　違う人にされても感じてしまうのではないかと恐怖すら覚えると、瞳に涙が浮かんだ。

　声だけでいいから聞かせてほしい。

　涼香に触れる手が賢吾のものであると、確かめさせて。

　硬くなった先端を唇で挟まれ引っ張られる。

　ジンジンと痛む乳頭を口腔内でねっとりと舐められて、本能的に身体は昂ぶってしまう。

「あっ、あっ……嫌っ……」

　頭を振り乱しながら嫌だと声を上げる。

　別の誰かに抱かれるなんて御免だ。

　キスされるのも、こうして全身を舐められるのも、賢吾がいい。

「賢吾さんじゃないと……嫌。これ、外して……お願い」

　目を覆っている布は涙でぐっしょりと濡れている。

　しゃくりあげるように泣くと、頭上から賢吾の深いため息が聞こえた。

「俺も……お前以外を抱きたいとは思わない。お前を手に入れるために、どれだけ前から準備していたと思ってるんだ。それを簡単に終わらせようとするな」

「え……？」

　苦しそうに搾りだすような声だった。

　準備って何のことだろうと思う間もなく、太ももが広げられて濡れた舌が下肢へと移動した。

　胸への刺激だけで濡れそぼった蜜口を啜られて、ジュッと淫らな音が立った。

「あぁぁっ……そ、れやっ……」

「好きだよ……涼香。大丈夫だから、お前は俺のことだけ信じてろ」

　賢吾の言葉は魔法のようだ。

　大丈夫だと言われると、本当に大丈夫な気がしてくる。

　簡単な問題ではないのに、きっと賢吾が何とかしてくれるようなそんな気がする。

「んっ、ああっ、はぁん……」

　割れ目に沿うように舌が上下に動く。

　舌先が尖った芯を捉えるたびに、ビクビクと腰が震えて浮き上がる。

　視界が遮られていると普段よりも深く感じてしまう気がする。涼香に触れる手が賢吾のものであると知るだけで、こんなにも安堵するものなのか。

「ビショビショだ」

「あぁっ、ふ……はぁっ……ダメぇ、それ」

　チュウっと蜜が吸いとられて、ヒクつく蜜口に舌先が挿れられる。激しい愉悦が押し寄せて、淫らな喘ぎ声が止められない。

　ダメだと言いながらも、賢吾の口に押しつけるようにして腰が浮き上がる。

　あまりに卑猥な自身の動きにさえ興奮してしまう。

　舌で中をかき回されるとヒクついた陰道からは新たな蜜が溢れだし、身体中がドロドロに溶けてしまいそうなほど気持ちがいい。

「やぁっ……も、挿れて、いいからっ」

　ヌルヌルと舌先で膣襞の浅い場所を擦られると、奥まった場所が疼いて堪らない。早く、あの大きいもので擦られたいとすら思ってしまう。

　そんな自分の痴態が嫌で開いた膝を震わせながら懇願するが、中をかき回す舌は焦らすような動きばかりだ。

「もっと乱れて、欲しがれよ……俺を」

　全身が燃え立つように熱くて仕方がない。お願い、とうわ言のように繰り返していると、腰の下に柔らかいクッションのような物が入れられる。

「な……なにっ」

　濡れた舌先がふたたび割れ目をなぞり、秘められた後孔へと行きついた。

「やだっ……や、何をっ？」

「お前のこと気持ちよくしてる」

　クチュリと蜜壺から溢れる愛液を塗りつけながら、閉じた後孔の上をチロチロと舐られる。

「やぁっ……汚いから……やめてくださっ。お願い、それだけはやだ……」

　足をバタつかせると強い力で捉えられて身動きすることもできなくなった。

　ギュッと後孔に力を入れると、硬く尖らせた舌先が窄まりをノックするように突いた。

「汚くないから。言っただろ……気持ちいいことしかしない。力抜けよ」

　そう言われても嫌なものは嫌だ。

　強張ったままの身体に、賢吾は埒があかないとでも思ったのか、蕾から舌先が離された。

　ホッとしてピンと張っていたつま先から力が抜けると、濡れた蜜壺に指が突き入れられて、閉じていた後孔を舌でこじ開けられる。

「やぁっ！　待って、やだっ……」

　排出する場所を舐められるのは、何とも言いがたい感触だ。

　キツく閉じる窄まりを舌で拡げながら抜き差しされると、ゾワゾワと全身に悪寒が走る。

「ふっ、あぁっ、やだぁ……っ、やだって……言ってるのに」

　後孔だけでは快感を得られないと思ったのか、同時に濡れ襞を弄っていた指が動かされて、頭の中が真っ白になってしまうほどの強烈な喜悦が走った。

「いやぁぁっ！」

　ビクビクと腰を震わせて身悶える。

　頭が煮え滾ってしまったかのように、何も考えられなくなっていく。

　唾液を絡ませながら舌を動かされて、快感を得るなどありえない場所がジンと痺れてしまう。

　嫌だと首を振りながらも、徐々に後ろへの感覚が違和感だけではなくなっていく。

　後ろでなんて感じたくないのに、賢吾の舌で淫らによがり声を上げそうになる自分が恥ずかしくて堪らなかった。

「あっ……ん、はっ」

「よくなってきたか？」

　十分に濡らされた蕾から舌を引き抜き、もうやっと終わったと安堵したのもつかの間、今度は指を差し挿れられる。

「あぁぁっ、ダメっ、それ……やめてっ」

　ズプッと濡れた音を響かせながら奥へと挿れられて、居ても立っても居られない。

　ギュウッと下肢に力を入れると、グルリと指が回されて否応なしに抜き差しされた。ズルッと指が引き抜かれる感覚は排出する時と似ていて、ブルリと腰を震わせて感じてしまう。

　恥ずかしいのに、こんなにも悶えてしまう自分が嫌で仕方がなかった。

「こっちだけではまだイケないよな。そのうち慣らしてやる」

　フッと熱い息遣いが聞こえて、濡れた蜜口に唇が押し当てられた。

　包皮が捲れて露わになった芯をチロチロと舌先で舐めながら、窄まりの中を指で動かされる。

「あぁん、はぁっ……んん、もっ……やぁ……変になるっ」

　鼻にかかり逼迫したような甲高い声が止められない。

　なりふりかまわずに身悶えていると、下肢から甘い痺れがせり上がってくる。

「ふぁっ、ん、あぁ、はぁん……気持ち、いっ」

　脳芯まで痺れさせるような陶酔感に、もう何を口走っているのかさえわからない。

　膣襞の弱い場所を後孔から指で擦られて、背中がビクンと仰け反った。

「ひぁっ」

「ここがいいのか？」

　身体が反応した箇所を執拗に弄られて、異様な感覚に身体が支配された。

　おかしなことに違和感を覚えていた後孔からも、ゾクゾクと深い喜悦が押し寄せてくる。

「あぁん、はぁっ……ん、なに、これぇっ」

　徐々に、蕾への抜き差しだけでも艶めかしい声が上がり、背中を駆け巡る甘い愉悦に全身が打ち震えてしまう。

　グッと指の腹で押すように弱い場所を突かれると、達した感覚もないのに膣口から大量の愛液が噴きだした。

「……っ！」

　指が抜かれる感触にガクガクと膝が震える。息が詰まり、つま先がピンと張った。

「あっ……はぁっ、はっ……ん」

　時間差で押し寄せてきた恍惚感に暗闇の中でうっとりと目を瞑る。

「俺も、限界……」

　優しく髪が撫でられて目を覆っていた布が外される。見覚えのある布は、賢吾が出張時に使用するアイマスクだった。

　室内の眩しさに、思わず開けた目をふたたび瞑ると、ベルトのバックルを外す音が聞こえて、下肢に硬い欲望が押し当てられた。

「あぁぁっ！」

　まだ心地のいい陶酔の中にいた涼香は、グッと押し挿れられた屹立の圧迫感に悲鳴じみた声を上げる。

「やっ、まだ……中、擦っちゃ……っ、また変になる」

「お前のココに挿れるのは、俺だけだ……」

　余裕のない声で囁かれて、熱に浮かされた瞳で見つめられる。

　泣きすぎて痛む目元を舌で舐めながら、ズンズンと容赦なく突き上げてくる。

「ひぁん、あっ、はぁっ、ふ……もっ……そんな、強く、しちゃ……」

　滾った欲望に一気に最奥まで突き挿れられて、グチュグチュと濡れ襞を激しく擦られる。

　一度は収まったはずの深い快感に、四肢が蕩けてなくなってしまいそうだ。

　腰の下にクッションが挟まっているからか、いつもより深くまで繋がっている気がする。

　ザリっと賢吾の下生えが触れるたびに、粘膜がクチュッと淫らな音を立てる。

「あっ、奥……すご、いの……っ」

　激しく奥を突かれると気持ちよくて堪らない。痒いところに手が届くように、満たされた感覚になっていく。

　付け根が攣りそうなほどに足を大きく開いて、賢吾の太い陰茎が抜き差しされる様をうっとりと見つめる。

「賢吾さん……っ、気持ちいい……ん、もっと」

「お前の中、キツくて……っ、もたない」

　赤黒く血管の浮きでた欲望がヌチュヌチュと濡れた音を響かせる。切迫した声が上がり、抽送に合わせて揺れる腰の動きが止まらない。

　捻るような腰の動きに、思わず膣襞を締めつけてしまう。

「んんっ……もっ……もう、イっちゃ……っ、あぁぁっ！」

　全身が波打ち、壮絶な絶頂が脳芯までもを痺れさせる。

　何も考えられず、この世界でまるで二人きりになったかのように、深い充足感に満たされた。

「はっ……あ、くっ」

　中を穿っていた怒張がラストスパートをかけて小刻みに動く。中で震えた欲望が大きく膨れ上がると、次の瞬間、屹立が引き抜かれて腹部に生温かい白濁が浴びせかけられる。

　余すことなく熱い迸りが噴き上がり、互いの荒い息を飲み込むように口づけあった。

　全身を弛緩させた涼香は、頭上で縛られたままの腕を賢吾の首へと回す。

「まだ、足りない」

　硬さを保ったままの屹立が、ふたたび痙攣する濡れ襞を緩く擦る。貪欲に欲しがってしまう身体は、ほんの少しの刺激でまた淫らに濡れていく。

「もっ……ダメ……はぁっ」

「こんなにまだ欲しがってるのに？」

　腕を縛っていたネクタイが解かれて、ようやく自由になった両手を賢吾の背中へと回した。

「賢吾さんと、別れたくない……っ、好きなんです」

　愛しい気持ちが次から次へと溢れだして、涙が頬を濡らした。

「別れる覚悟なんかしなくていい。何があっても離れない覚悟、決めろよ」

　世界に二人きりでもいいと思った。

　賢吾がいれば生きていける。

　誰を傷つけても、離れられるはずがなかった。

　涼香は、こんなにも賢吾だけを愛していた。










　いつの間に眠ったのか記憶にないまま朝を迎えたものの、身体は怠く瞼も重かった。

　どれだけの時間身体を重ね合っていたのか。

「ん……」

　賢吾の胸の中で身動ぐと、密度の濃い空気を打ち破るような腹の音が寝室に響いた。

　すでに起きていたのか、キュルキュルと音を立てる涼香の腹に、賢吾が声を立てて笑った。

「そういや、腹減ったな」

　触れるだけのキスが贈られて、名残惜しむようにゆっくりと身体が離された。

　朝食の準備をと思ったが、腰が重く痛んで足を動かすこともままならない。

「お前は寝てていい」

「でも……」

　自分でも驚くほどに声が掠れていた。

　目を丸くした賢吾はバツが悪そうに「ごめん」と謝り、ベッドを降りる。

「無理させすぎたな、さすがに。適当に何か持ってくる。ちょっと待ってろ」

　そう言ってズボンだけを身につけると寝室を出ていった。

　賢吾のいなくなったベッドに身を沈ませていると、何かが焼ける美味しそうな匂いが漂ってくる。しばらくすると、サンドイッチを載せた皿を手に賢吾が戻ってきた。

「ほら、とりあえず。あとでちゃんとした飯食おう。俺が作るから」

「ありがとうございます……」

　二つに切り分けられたサンドイッチを賢吾と一つずつ手に取った。

　ベッドで食事をするなんて行儀が悪いとは思ったが、普段そういうことに煩い賢吾も今日ばかりは何も言わなかった。

　卵焼きとハム、それにレタスが挟まっただけのシンプルなものだったが、誰かに作ってもらう食事は美味しい。

　嬉しくなって頬を綻ばせると、ついふふっと声を立てて笑ってしまう。

「なんだよ」

「ううん、ただ……嬉しくて」

「別にこれぐらいなら、いつでも作ってやる」

　今まで一緒に暮らしていた時は、賢吾が朝食を作ってくれる時もあった。その時食べた懐かしい味に、自分がどれだけ寂しかったのかを思い知らされる。

（やっぱり……一緒にいたいよ）

　朝起きて一番に「おはよう」と言いたい。

　目が覚めて最初に見る顔は賢吾がいい。

　どれだけ自分が貪欲に賢吾を求めているかを知って、怖いぐらいだ。

「毎日……朝ご飯、作ってくれますか？」

　いつかは──と夢見てもいいだろうか。

　ごちそうさまと涼香が手を合わせると、とうに食べ終わっていた賢吾が皿をベッドのカウンターに置きながら口を開いた。

「そのうちな」

　適当にあしらわれたような気がして、唇を尖らせると「拗ねるなよ」と宥めるように腰に手が回った。

「ずっと一緒にいるんだろ？」

　一緒にいられたら──そう思うけれど。

「お前が考えてることぐらいすぐわかる。夏休み入ってからおかしかったし。どうせ、義理の妹と付きあってるなんて知られたら俺が傷つくとか、母さんたちを傷つける、とかそんなところだろ？　瑠衣に別れないと親に言うとでも言われたか？」

　すべてを見透かしたように告げられて二の句が継げない。

　知っていてどうして何も思わずにいられるのだろう。

「あいつに試されただけだ。俺がお前のこと好きなのも、とっくに親に話してあるのも知ってるからな」

「知ってるって……」

「俺が、お前を好きになった時に同じことを考えるとは思わないか？　七歳も歳は離れてるし、しかも相手は俺のこと〝お兄ちゃん〟って言って慕ってくるんだぞ。いくら法律的に問題がなくても、もし気持ちを打ち明けて気持ちが悪いと言われたら、家族仲が俺のせいで壊れてしまったら……そう考えなかったとでも思うのか？」

　涼香が両親に知られたくないと思ったように、賢吾も同じことを考えていたのだろうか。

「だから、一人暮らししたんですか？」

「ああ。父さんと母さんには去年、マンション買った時に話した。俺がお前のことを、ただの妹だと思えなくなったからだとも。だから全部バレてるよ。言ってはないけど、俺とお前が上手くいったことも」

「え……っ」

　父も母も、涼香と賢吾が恋人関係にあるのを知っていて、マンションに泊まりに行くのを止めもしなかった、ということか。

「安心しろ。反対なんてされてないから。勉強を疎かにしないで、大学生らしい節度ある付きあいをしなさい、とは言われたけどな」

「そうなんですか？」

　涼香の気持ちも知られていると思うと、何ともいえない恥ずかしさがこみ上げてくる。

　両親に賢吾と恋愛関係にあると知られているなんて。

　どんな顔をして父と母に会えばいいのだろうか。

「気持ちを無理に押しつけるつもりはなかったけど、お前は何も知らずに俺に懐いてくるし……一緒に暮らすのはもう限界だった。そもそも、大学卒業したらすぐに家を出るつもりだったんだ。中学生だったお前を一人にしておけなかったから、先延ばしになっていただけで」

　父と母が再婚したのは涼香が中学一年生の頃だ。まだ子どもだった自分と違って、賢吾はもう二十歳だった。成人した息子に新しい母親だと紹介するのは、父もだいぶ気まずかっただろう、と今になってみればわかる。

「俺は母さんと養子縁組はしていない。父さんの息子には違いないけど、分籍届を出して俺一人の戸籍にしてある。だから、俺とお前はそもそも義理の兄妹でもないんだよ。もしお前がそれでも周囲の目が気になるっていうなら、海外で暮らすって手もある」

　そもそも賢吾と涼香は兄妹でもなかったのか。

　ぐるぐると悩んでいた自分がバカみたいだ。

「お前が俺のことを兄とも思いたいなら兄としての役割もしてやる。けど、俺はお前を妹だとは思えない、ごめんな」

　ちょうどポンと頭を撫でられてたタイミングで、マンション下のオートロックのチャイムが鳴った。賢吾は誰かを確認することもなく、ロックを解除する。

「誰……？」

「瑠衣だよ。あいつ、お前のこと苦しめやがって……あとは本人に説明させるから」

「え、いやっ……いいですっ！」

　瑠衣には会いたくなかった。

　責めるつもりはない。瑠衣に言われた程度のことで気持ちが揺らいだのは確かだから。

　けれど、試されただけだったとしても、賢吾との過去をほのめかされて、父に話すと脅されて、水に流しましょうとはいかない。

　そうこういううちに部屋のチャイムが鳴り響き、瑠衣が寝室に姿を見せた。

　驚いた瑠衣の顔を見て、自分の格好に思い至る。ずっとベッドの中にいたため、涼香は未だ何も身につけてはいなかった。慌てて布団を肩までかぶって肌を隠した。

「賢吾……腰振りすぎてギックリ腰になるわよ」

　うんざりしたような口調で瑠衣が言った。

　いまさら隠したところで、何をしていたかなど一目瞭然だろう。

「ならねぇよ」

「こんにちは。すうちゃん」

「こんにちは……」

　どうして賢吾はこの人を連れてきたのだろう。瑠衣に説明させると言ってはいたけれど、涼香は賢吾の口からきちんと話をしてほしかった。

　瑠衣はベッドに腰かけると、まるで幼い子どもにするように涼香の髪をポンポンと軽く撫でた。

「で、私はなんで呼ばれたのよ？」

「お前が親に言うとか、すうを脅すからだろ」

　ツッと瑠衣の視線が涼香に移る。

　結局は賢吾に助けを求めたのか、と言われているような気がして居心地が悪い。

「その様子じゃ別れるって言われたのね。意外に甲斐性ないわね。せっかく協力してあげたのに」

「協力……？」

　一体、どういうことだろう。

　涼香が首を傾げると、決まりが悪そうな表情で賢吾がため息をついた。

「俺が頼んだ。瑠衣と俺に何かあると、お前が勘違いするように」

「この人ね、すうちゃんの気持ちを確認したかったんですって。あなたがもし、私を見て嫉妬したら自分の気持ちを打ち明ける。平気な顔していたら一生気持ちを隠し通すって決めてたみたい。マンション買って、親にも話して、あなたを手に入れるための算段をしていたってわけ。まぁ、勝てない博打をするタイプじゃないから勝算はあったと思うけどね」

「そんな……」

　そうまでするほど賢吾の中にも葛藤があったのだと思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいだ。血が繋がっていないとはいえ、ずっと兄妹として過ごしてきた壁を壊すのは簡単ではない。

　どれほど涼香を想ってくれていたのか知れば、涙が出るほどに賢吾への愛しさは募る。

　感情が顔に出ていたのか「素直で可愛いわね」と瑠衣が言う。今日は、不思議と瑠衣の「可愛い」を素直に聞くことができた。

「私ね、一応賢吾の仕事のパートナーなんだけど……まぁありがちに好きになってしまったわけ、この美形で年下の後輩くんのこと。私自分の気持ち隠しておくのって好きじゃないから、仕事だって呼び出して告白したのよ。一昨年の夏くらいかな。そうしたら〝好きな人がいるから〟って振られたのよね」

「好きな人って」

　まさか、と賢吾に視線を移すと、バツが悪そうに目を逸らされた。

　一昨年、ということは涼香はまだ高校二年生だ。夏頃に瑠衣と一緒にいる賢吾を見たが、あの時だろうか。

「その話はいいだろ」

「よくないわよ。私を利用して、好きな子を手に入れたんだから、きっちり代償は払ってもらうわ」

　瑠衣はベッと舌を出すと、意地悪げな笑みを浮かべた。

　賢吾とのやりとりを聞いていると、二人が気の置けない友人関係であるように思えてくる。

「賢吾の中でもまだ葛藤があったのか、その時は誰って聞いても教えてはもらえなかったけどね。クールで他人に興味なんてありません、って感じの賢吾から〝好きな人〟って言葉が出てくるとは思わなかったのよ。振られた腹いせに頬にキスしたぐらいのことで、ものすごい顔で睨んでくるくせに、すうちゃんのことを話す時は、この人誰ってぐらい優しい顔になるんだから」

　瑠衣は切なげな笑みを浮かべて言った。

「だから偶然駅前で会った時、上手くいったんだって安心したわ。でもあなたは、私に恋人だと悟られないようにしてた。二人で歩いてるのに、あんなに離れてる方が不自然よ？」

　誰かに恋人だと知られるわけにはいかない。

　知られたら一緒にはいられないとそればかり考えていたからだ。

「賢吾の気持ち知ってるだけに、悔しくなって会いにいったの。ちょっと発破をかけるだけのつもりだった。だって想像してみて？　再婚相手の息子が自分の娘を特別な感情で見てるって、母親にとっては不快なんじゃない？　賢吾が両親に打ち明けるには相当の覚悟が必要だったはずよ。それなのにあなたは、親の話を持ち出されたぐらいで動揺してるんですもの。ますます腹が立って仕方がなかった」

「はい」

　責められているわけではないが、瑠衣の言うことはもっともだ。

「でも、まさか……私より一回り以上歳下だなんて。二十歳にもなってないなんて知らなかったの」

「え？」

「せいぜい賢吾の二つ下くらいだろうって思ってた。落ち着いた雰囲気だったから。賢吾からまだ大学生だって聞いて愕然としたわ。動揺するわよね、そりゃ……十代なんて、まだ自分の世界は親に守られていて当然だもの。完全に私が大人気なかったわ、本当にごめんなさい」

　瑠衣の言葉はいろいろな意味でショックだった。

　老けていると言われたことはないが、自分でも高校の制服が似合わないとは思っていた。藍子が言う「割烹着が似合う」なんて、まんまではないか。

　涼香が固まっていると、賢吾が笑いを噛み殺しているのが横目にわかった。

「だから安心して、賢吾に愛されなさい」

　瑠衣は穏やかに微笑んで言った。けれど、細めた目の奥に愁いの色が隠されているような気がする。

　そして「邪魔者は退散」とばかりに、ひらひらと手を振りながら寝室を出ていってしまった。玄関のドアが閉まる音がして静寂が訪れる。

　瑠衣は、きっと今も賢吾に特別な感情を抱いているように思う。でなければ、ただの仕事のパートナーの恋愛ごとに、ここまで介入しないだろう。

　自分の想いを押し殺して、友人に徹することにしたのかもしれない。

「呼ばなきゃよかった」

　疲れたようにベッドの端に腰かけた賢吾が呟いた。

「どうして……瑠衣さんを呼んだんですか？　あたしは、そういうの全部、賢吾さんから聞きたかった」

　嫉妬させるために、瑠衣との関係を匂わせるようなことをしただけだと言ってくれればよかったのだ。

「お前、今でも瑠衣と俺に何かあるって思ってるか？」

「え……いえ、それは」

　多分、瑠衣が一方的に想いを寄せていただけだろうと二人を見ていて感じた。

「お前に誤解を与えるようなことをしたのは俺だ。けど、瑠衣と付きあってたことはないって口で言っても、お前信じないだろ。会えばわかるかと思ったんだよ」

　二人は何らかの関係性にあったに違いないと、勝手に嫌な想像を膨らませていた。瑠衣に会って二人のやりとりを聞いて、安心したのは確かだった。

「でも……やっぱり、会いたくなかったです」

　涼香が言うと、賢吾は意外そうに目を見開いた。

「どうして？」

「だって……あたしは、どうしたってあの人みたいに、賢吾さんの隣には立てないから」

　賢吾から信頼を得ている瑠衣のことが羨ましい。

　年齢も近い、仕事のことも理解できる瑠衣の方が、きっと賢吾には似合っているだろう。

　けれど、賢吾は誰にも渡せない。

　もう賢吾の手を離すことはできない。

　自分の中に、これほど強い独占欲があるなんて思いもしなかった。

「お前はこれ以上しっかりしなくていい。家のことばかりじゃなくて、歳相応にデートしたり、美味いもん食いにいったりしよう。ずっと、そうやってお前のこと甘やかしたかったんだよ。誰よりも俺に愛されてる自信を持ってろ」

　夢みたいな話だ。

　恋人として、二人で手を繋いでどこかに出かけられたら。

　もう、叶うことはないと諦めていた。

「あっ、賢吾さん、今日仕事じゃ……」

　そういえば、仕事があるからとマンションに戻ってきたのではなかったか。

　涼香が慌てて身体を起こし賢吾の腕を引っ張ると、唇を掠めとるように口づけられる。

「仕事なんて嘘に決まってるだろ」

　ニッと勝ち誇ったように笑われて、胸がキュッと疼いた。

「じゃあ、勉強しないと」

「勉強は家で自分でやれよ。ほかに何がしたい？」

　腰を引き寄せられて、耳元で囁かれる。

　誰が聞いているわけでもないのに、羞恥で頬が染まってしまう。

「教えてくれるって……言ったのに……っ」

　ウエストのくびれを撫でられて、前に回された手が潤んだ下肢をまさぐる。

「勉強したかったら、それでもいいけど……どうする？」

　そう聞かれて、涼香はかぶりを振った。

　意地悪なところも、甘いところも、家族の前で見せる兄としての義務感でさえも、そのすべてが愛おしい。

「午後から、出かけられるぐらいにしてくださいね」

　少しくらい、わがままになってもいいだろうか。

　一緒に行ってみたい場所がたくさんある。

　ベタなデートコースだな、なんて笑われるかもしれないけれど。

「了解」

　唇を誘うように開けて、目を細める。

　自分から顔を近づけると、大きな手のひらに後頭部を掴まれ引き寄せられる。

　深く唇が重なって、うっとりとその姿を目に焼きつけた。

　あたしの大好きな人──。
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　父が再婚することになった。

　いい歳をした大人の恋愛に口出しすることはないし、結婚したいというならそれもいいとは思う。

　けれど、七つも歳の離れた女の子と一緒に暮らすのだと聞かされて、面倒くさい以外の感想を抱けという方が無理だ。

　赤の他人と一緒に暮らすことを快く受け入れられるほど、社交的ではなかったし、女というのがまた面倒だ。

　中学生なんて思春期真っ盛りじゃないか。

　上手くやっていけるとは到底思えない。

　俺の心情を理解したのか、向かい合って座った父が背筋を正して頭を下げた。

「一緒に暮らすのは、大学卒業するまででもいい。どうしても無理だったら考える。無理に家族になれとは言わないよ」

「はぁ……わかった、いいよ」

　ため息をつきながらも頷いた。

　父は懸命に愛情を注いで俺を育ててくれた。だから恩に報いるだけだ。

　一般的にイケメンと称される顔のおかげで、女子供に受けはいい。適当に愛想笑いをしておけば二年ぐらいあっという間だろう。

　大学で毎日忙しい。バイトがあるとでも言って、家には寝に帰ってくる程度にすれば、そう顔を合わせることもないはずだ。

　そして、家族四人での生活が始まった。

　義理の妹になった涼香と母のいる暮らしは、危惧していたほどストレスになるものではなかった。

　両親ともに仕事が忙しく、母とは朝の数分しか顔を合わせることはなかったし、出張も多く、家を空けることが多かったからだ。

　そんな忙しい両親に代わって、家事をこなしているのが涼香だ。

　何も言わなくても朝食から夕食まで用意されていて、上げ膳据え膳状態で申し訳なくなるほどだった。

　今まで俺がやっていた部屋の掃除や、ゴミ出しなどは気づく前に終わっていた。

　それに〝お兄ちゃん〟と慕ってきながらも、彼女の方から話しかけてくることはほとんどない。

　たまに、今日は飲み会があるから夕飯はいらないとこちらから伝えるぐらいのことだ。

「くっそ、断ればよかった……」

　土砂降りの雨の中、家までの道のりをひたすら走る。

　後悔先に立たず。

　台風が近づいているという予報の中、飲みになど行かなければよかった。

　大学の友人たちとの飲み会もまた、俺にとって面倒でしかない。愛想笑い一つしない男のどこがいいのか。名前も知らない女に囲まれる羽目になり、触りたくもない胸を腕に押しつけられる行為にはもううんざりだった。

　家にいて涼香と顔を合わせるのを避けるため、行きたくもない誘いに乗ったのだが、どちらがマシかと言われると今後は家にいることを選ぶだろう。

「疲れた……」

　歩くだけで雨に濡れたズボンから水が滴り落ちて、ひどく不快だ。

　ようやく家に辿りついたものの、濡れ鼠状態で家に上がるわけにはいかない。玄関で着替えるしかないかとドアを開けると、上がり框かまちにバスタオルが畳んで置いてあった。

　涼香が用意してくれていたのだろう。

　中学生とは思えないほどよく気がつく子だ。

　リビングは煌々と明かりを灯していた。

　明かりの点いた家は、なぜか安心するものだ。

　しかし、涼香の姿はそこにはない。

「もう寝てるのか……」

　涼香と顔を合わせなくて済むことにホッとする。

　まあ、いたとしても「タオルありがとう」「いえ、どういたしまして」その会話だけで終わるのだが。

　シャワーを浴びて、リビングで温めた牛乳を飲んだ。

　そういえば、自分で買ってこなくても、いつの間にか牛乳が常備されているようになった。俺がいつも飲んでいるのを知って、涼香が買い物ついでに買ってきてくれているのだろう。

　ふと、二階の様子が気になった。

　涼香の部屋から音は聞こえてこない。

　まるで、この家には誰もいないみたいにシンと静まり返っている。窓を打ちつける雨の音がやたらと大きく響いた。

　静かな家は慣れているはずなのに、どうしてかこの音のない広い家で涼香が一人で何時間も過ごしていることが気になった。

　自分が中学の頃はどうだっただろう──。

　寂しくはあったが、忙しい父を見ていて何も言えなかった。ずっとそう我慢していたことを思いだす。

　一人きりの家は寂しい。

　とくに天候の悪い日は不安に駆られたものだ。

　急に涼香のことが心配になり立ち上がる。

　轟々と窓に打ちつけるようにして降る雨が怖くはないかと、大丈夫かと尋ねるだけだ。

　廊下を歩いて、俺の隣が涼香の部屋だ。

　ノックをしようとしてピタリと手が止まる。

「……っ、ひっ……ふっ、え……」

　涼香の部屋からはかすかに泣き声が聞こえてきた。

　途端に罪悪感に駆られて、どうしようもないほど後悔した。

　本当は俺がもっと気にかけてあげないといけなかった。

　手がかからない子だからと、義理の母から言われていたけれど、それを〝楽でいい〟と終わらせてはいけなかった。

　ついこの間まで小学生だったのだ。環境が変わって、新しく父親と兄ができて、不安を感じないはずがない。

「すう……俺、開けていいか？」

　泣き声がピタリと止まり、声を殺している様子が伝わってくる。きっと、迷惑をかけてはいけないとでも思っているのだろう。

「開けるよ」

　ドアを開けて、部屋の電気をつける。こんもりと盛り上がったベッドに腰かけて掛け布団の上からポンと軽く叩くと、モゾモゾと膨らみが動いて、ちょこんと涼香が顔を出した。

　目は痛々しいほど腫れ上がり、ますます後悔の念が押し寄せる。

「一人にして悪い。ホットミルク持ってきたけど、飲めるか？」

　ベッドに座った涼香に手渡すと、小さく頷いた涼香が一口飲んで顔をしかめる。

　もしかして嫌いだったか、と思ったが涼香は何も言わずにゴクゴクと飲み干した。そして飲み終わって、やっぱり何かを耐えているように眉を寄せた。

「ありがとう……ございます」

　俺は、涼香の好きな飲み物も知らない。

　いつも食事も別々だし、朝もなるべく顔を合わせないように時間をずらしていたから。

「苦手なら苦手だって言っていい」

「あ、ごめんなさい……」

「違うな。言えなくさせてたのは俺か。ごめん」

　俺が言うと、涼香はとんでもないとでも言うようにブルブルと首を振った。

「お兄ちゃんは牛乳好きですよね。あと、お肉」

「ああ。いつもありがとう」

　好みを知ろうとしてくれて、一生懸命家族になろうとしてくれたことが嬉しい。

　涼香の手を取って告げると、ふっくらと丸い彼女の頬が桃色に染まった。その様子が可愛くて、胸がキュッと締めつけられる。

「すうにお願いがあるんだけど」

「なんですか？」

　きょとんとした顔で首を傾げる様子があどけない。俺の中学の頃と比べても、涼香は純真で眩しいくらい真っ直ぐだ。

「俺、実は台風とか苦手なんだ。俺の部屋の方がベッド広いから一緒に寝てくれる？」

　涼香の表情が驚きへと変わり、そしてパァッと花開くように明るくなった。

　自分が俺の役に立てると考えて喜んでいる様子が、手に取るようにわかる。

　あまりの可愛さに身悶えそうになってしまうのを堪えて、薄く笑う。

　この日から、涼香は俺の特別な女の子になった。家族とはまだ言えないけれど、大事で傷つけたくない大切な相手だ。

「電気消すよ」

「はい」

　ベッドに入って肩が触れないぐらいの距離を開ける。

　泣き疲れていたのかすぐに涼香の寝息が聞こえてきて、俺は安堵の息を漏らした。

　寝相が悪くて、朝方俺に抱きつくようにして眠っていたことには驚いたけれど、相手が涼香だと悪い気はしなかった。

「母さんたちには内緒な」

　恥ずかしそうに頬を染める涼香にそう告げた。

　朝もなるべく涼香と時間を合わせるようにすると、話すことが増えた。

　天気が悪い日は自然と早く帰るようになった。

　怖かったり、寂しかったりすると、涼香は自分から俺の部屋をノックするようになった。

　涼香が喜んでくれるのが嬉しくて、週末にはいろいろな場所に連れていった。

　食卓に並ぶのは、いつも俺の好きな料理ばかりだ。

　敬語じゃなくていいと言ったのに、もう癖になっちゃってと恥ずかしそうに話す涼香のことを可愛いと思うようになった。

　それから三年も経つ頃には、自分の気持ちが、ただの兄としての情ではないことに気がついた。










　夏休みももう終わる最後の週末。

「賢吾さん……あたしのこと、いつから好きでいてくれたんですか……？」

　俺の腕の中で微睡んでいた涼香が、おもむろに口を開く。

「いつからだろうな」

　別に意地悪で教えないわけではない。

　ただ、涼香が高校生の頃の自分の気持ちは、簡単に説明できるものでもなく複雑だ。

　いつから、なんて言えるものでもない。

　風呂上がりの姿に目を奪われてしまったり、自分でする時に涼香の顔が浮かんで、罪悪感でいたたまれなくなったり、そんなことを話せるはずがなかった。

　けれど、誰にも渡したくないと独占欲を自覚した瞬間は確かにあった。

　自分がけしかけておきながら、涼香が恋人と二人で歩いているのを見た時だ。涼香の隣に立つのは自分でなければ許せなかったし、あの男に触れさせるものかと頭の中が真っ赤に染まった。

「中学生の頃って言ったらどうする？」

「嬉しいです」

「さすがにそこは喜ぶなよ。あの頃はまだ恋愛感情なんてなかったよ」

　これほど、自分が涼香に溺れるとも思っていなかった。

　布団から覗く涼香の肌を見て、自分の強すぎる想いが怖くもある。

　これからまた週末にしか会えないと思うと離れがたくて、つい執拗に抱いてしまった。

　涼香の声は風邪を引いたかのように嗄れているし、キスしすぎて唇は真っ赤だ。それに、白い肌には鬱血の痕がいくつもある。

　涼香への根深い愛情に申し訳なく思うのは、いつも朝にこの状態を見た時だ。

「お前は、俺のこといつから好きだった？」

　俺が聞くと、涼香は黙ったまま考える様子を見せた。

　ふとした瞬間に感じる視線でもしかして、と思ったことはあれど確信はなかった。瑠衣は、勝てない博打をするタイプじゃないと俺のことを言ったが、買いかぶりすぎだ。

　俺にとっては賭けだった。

　大人ぶって余裕でいたいのに、涼香のことになると冷静ではいられない。

　仕事とはまったく違う。

「高校……二年生ぐらいです」

「二年って、お前菅野って奴と付きあってただろ」

「二日間だけです。菅野くんと付きあったから、賢吾さんのことが好きだって気づけた。あたしが触れてほしいのは、あなただけだって」

　涼香が潤んだ瞳を俺に向ける。

「触れてほしいのは？　あいつに触られたってことか？」

「え……いや……あの」

　涼香は言葉を濁して言い淀んだ。

　俺が抱いた時、涼香は初めてだったはずだ。

　涼香は俺に菅野とのことを聞かせるようなことはしなかったが、その二日の間にキスくらいはしていたかもしれないと思うと、どうしてもっと早く動かなかったのかと後悔に襲われる。

　誰にも触れさせたくない。

　涼香の滑らかな肌も、しっとりと濡れた唇も。

「あいつ……お前のココ、触った？」

　指で赤く腫れた唇を撫でる。

　ピクッと小さく反応を見せたが、涼香は俺を見つめて首を横に振った。

「キスしたのも、俺だけ？」

　確認するように問うと、涼香はもう一度頷く。

　俺たちは、互いにだいぶ長い片想いをしていたことになる。

　気持ちが通じ合ってから、まだ半年も経っていない。

　これから大学で新しい出会いもあるだろう。

　涼香が心変わりするなどとは思っていないが、保証が欲しくなってしまう。

　ずっと俺だけを愛して。

　俺だけのそばにいて。

　これほどまでに、誰かを愛したのは初めてだった。

「賢吾さん？」

　黙ったままの俺を心配してか、涼香が胸の中から顔を上げた。

「ちょっと待ってろ」

　寝室を出て、ビジネスバッグの中から包装された箱を取りだした。

　本当は今日の夜、食事にでも行ってからと考えていたけれど。

　俺は寝室に戻ると、涼香の左手の薬指に指輪をはめた。涼香の細い指に合うダイヤモンドリング。

「これ……」

　涼香の目に驚愕の色が浮かぶ。

「意味はわかるよな？」

「一緒にいられるだけでいいって……思ってました」

　見る見るうちに、涼香の目から涙が溢れだした。声はかすかに震えていた。

　俺との結婚なんて考えもしなかった、という口振りだ。涼香は、血が繋がっていないのだから何が悪いと開き直れる神経の図太さは持ち合わせていない。

　だからこそ可愛いのだが、涼香は自分のことよりも、俺と付きあったことで母親から何か言われるのではないかと恐れている面もあるだろう。

　涼香が望むのなら、実家にいる時は兄でいてもいい。

　近所の目が気になるなら引っ越せばいい。

　それほどに、俺の想いは深い。

　涼香は、強くて、しっかり者に見える。

　けれど、ずっとその仮面を外してやりたいと思っていた。

　本当は、三週間会えないだけで泣いてしまうほどの脆さもある、ただの普通の女の子だ。それを知っているのは俺だけでいいが。

　もっとわがままに俺を欲していい。

　自分が手に入れたいと思うものを諦めないでほしかった。

「俺は貪欲だからな。すうの人生すべてを俺のものにしたいんだよ。ああ、そういえば父さんたち、婚姻届の保証人欄にはいつでもサインするから、って言ってたぞ。今までどおり朝五時に起きれば、ここからでも大学に通えるだろ？」

「えぇぇぇっ？」

　涼香の肩を抱き寄せて、耳を寄せる。

　少しばかり強引に進めなければ、彼女は遠慮ばかりしてしまう。

「俺の籍に入れよ。本当の家族になろう。毎日、朝食作ってやるから」

　頬を染める涼香の顔が、花開くように綻んだ。

　俺の愛しい人──。







了











著者紹介




本郷　アキ（ホンゴウ・アキ）

読むのも書くのも王子様系男子が大好きです。一度ハマると十回は読み返すタイプで月の購読数は約五〇冊。寝て起きて書いて読んでまた寝るを繰り返す日常です。

代表作：『お見合い相手はスパダリ系ドクターでした！』『あなたが私に教えてくれたこと』







Copyright © 2019 Aki Hongo All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		プロローグ



		一



		二



		三



		四



		五



		六



		エピローグ





















Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg





item/image/002.jpg
A\






item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





